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Ⅰ 調査概要 

１ 調査目的 

市民の生活についての意識、市政の主要課題についての意識などを把握し、今後の施策推進に役

立てることを目的に実施しました。 

２ 調査設計 

調査対象：御前崎市内に在住する満18歳以上の方 

調査方法：郵送配布、郵送またはＷＥＢ回収 

抽出方法：無作為抽出 

調査期間：令和６年６月12日（水）から令和６年６月27日（木）まで 

３ 回収結果 

発送数：2,000票 

有効回収数：755票（郵送回収：599票、ＷＥＢ回収：156票） 

有効回収率：37.8％ 

４ 報告書を見る際の注意点 

（１）基数となるべき実数は調査数ｎとして記載しています。 

（２）比率はすべて百分率で表し、小数点以下第２位を四捨五入しています。 

そのため、百分率の合計が100％にならないことがあります。 

（３）複数回答可能な設問の場合、回答比率の合計が100％を超えることがあります。 
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Ⅱ 調査結果 

１．属性 

１ 性別 

Ｆ１ あなたの性別を教えてください。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別においては、「男性」が45.7％、「女性」が53.1％となっています。 

 

２ 居住地区 

Ｆ２ あなたのお住まいの地区を教えてください。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

居住地区においては、「池新田」が27.0％と最も多く、次いで「御前崎」と「白羽」が15.6％、「佐

倉」が14.0％などとなっています。 

 

 

男性

45.7%女性

53.1%

無回答

1.2%

（n=755）

池
新
田

高
松

佐
倉

比
木

朝
比
奈

新
野

御
前
崎

白
羽

無
回
答

27.0 

8.2 

14.0 

6.0 
7.2 

5.3 

15.6 15.6 

1.1 

0%

10%

20%

30%

（n=755）
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３ 年齢 

Ｆ３ あなたの年齢は、おいくつですか。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢においては、「70歳以上」が25.4％と最も多く、次いで「60歳代」が23.4％、「50歳代」が17.0％

などとなっています。 

 

４ 仕事 

Ｆ４ あなたのお仕事は次のうちどれに当たりますか。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕事においては、「会社員」が31.7％と最も多く、次いで「パート・アルバイト」が20.5％、「無

職」が15.8％などとなっています。 

 

 

10
歳
代

20
歳
代

30
歳
代

40
歳
代

50
歳
代

60
歳
代

70
歳
以
上

無
回
答

1.7 

6.9 

11.4 
13.2 

17.0 

23.4 
25.4 

0.9 

0%

10%

20%

30%
（n=755）

農
林
水
産
業

自
営
業

会
社
員

公
務
員

学
生

主
婦

パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

無
職

そ
の
他

無
回
答

4.6 

9.7 

31.7 

3.3 
1.3 

10.1 

20.5 

15.8 

2.0 1.1 

0%

10%

20%

30%

40%
（n=755）
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５ 居住年数 

Ｆ５ あなたは御前崎市にお住まいになって通算何年になりますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

居住年数においては、「21年以上」が80.0％と最も多く、次いで「11年～20年」が10.2％、「６年

～10年」が3.7％などとなっています。 

 

１年未満

1.9%
１年～５年

3.6%

６年～10年

3.7%

11年～20年

10.2%

21年以上

80.0%

無回答

0.7%

（n=755）
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２．くらし環境について 

６ 去年の今頃と比べた暮らし向きの状況 

問１ あなたのお宅の暮らし向きは、去年の今頃と比べてどうですか。 

 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

去年の今頃と比べた暮らし向きの状況においては、「変わらない」が47.8％と最も多く、次いで「ど

ちらかといえば悪くなっている」が30.9％、「悪くなっている」が12.6％などとなっています。 

 

令和６年度 （n=755）

令和５年度 （n=786）

令和４年度 （n=775）

男性 （n=345）

女性 （n=401）

29歳以下 （n= 65）

30歳代 （n= 86）

40歳代 （n=100）

50歳代 （n=128）

60歳代 （n=177）

70歳以上 （n=192）

1.2

2.5

1.3

4.6

4.6

5.3

47.8

45.8

49.5

30.9

32.6

30.7

12.6

12.6

11.0

1.6

1.1

1.0

1.3

0.8

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

1.2

1.2

4.1

5.2

47.8

48.1

30.7

30.9

12.8

12.0

1.7

1.5

1.7

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.5

3.5

1.0

1.6

1.1

13.8

8.1

2.0

4.7

1.7

4.2

69.2

38.4

47.0

43.0

50.8

45.8

7.7

32.6

30.0

33.6

31.6

35.4

1.5

15.1

16.0

15.6

13.0

10.9

6.2

2.3

3.0

0.8

1.0

1.0

0.8

1.7

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

良くなっている どちらかといえば良くなっている

変わらない どちらかといえば悪くなっている

悪くなっている わからない

無回答

全体・経年比較



7 

７ 暮らし向きが悪くなっていると感じる理由 

問１で「４ どちらかといえば悪くなっている」「５ 悪くなっている」を選択した方にお伺いします。 

問２ あなたのお宅の暮らし向きが「悪くなっている」とお感じの理由はなんです

か。 （○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎日の生活費が増えたから
（食費、光熱水費など）

給料や収益が増えない、又は減ったから

預貯金が増えない、又は減ったから

税金や保険料の支払いが減らない、
又は増えたから

家族の病気、介護などで出費が増えた、
又は減らないから

失業、退職、休職などで収入が減ったから

教育費や学生の子どもへの仕送りなどが
増えたから

家や自動車、電化製品などを購入し
一時的に大きな出費があったから

結婚、出産、手術などで、一時的に
大きな出費があったから

その他

特に理由はない、わからない

無回答

77.1

46.3

43.9

42.4

20.7

14.0

12.8

11.6

4.0

5.2

0.3

1.2

77.7

49.9

51.5

45.4

19.7

12.7

7.6

15.5

7.9

2.8

0.0

0.8

54.5

59.1

49.8

39.0

16.4

15.2

15.5

14.9

3.1

5.6

0.0

2.5

0% 40% 80%

令和６年度（n=328）

令和５年度（n=355）

令和４年度（n=323）

全体・経年比較
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７ 暮らし向きが悪くなっていると感じる理由（性別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎日の生活費が増えたから
（食費、光熱水費など）

給料や収益が増えない、又は減ったから

預貯金が増えない、又は減ったから

税金や保険料の支払いが減らない、
又は増えたから

家族の病気、介護などで出費が増えた、
又は減らないから

失業、退職、休職などで収入が減ったから

教育費や学生の子どもへの仕送りなどが
増えたから

家や自動車、電化製品などを購入し
一時的に大きな出費があったから

結婚、出産、手術などで、一時的に
大きな出費があったから

その他

特に理由はない、わからない

無回答

76.7

41.3

46.7

46.0

18.0

13.3

12.7

9.3

4.0

4.0

0.0

1.3

0% 50% 100%

男性（n=150）

性 別

77.9

51.2

41.9

39.0

21.5

14.5

13.4

12.8

4.1

6.4

0.6

1.2

0% 50% 100%

女性（n=172）
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７ 暮らし向きが悪くなっていると感じる理由（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎日の生活費が増えたから
（食費、光熱水費など）

給料や収益が増えない、又は減ったから

預貯金が増えない、又は減ったから

税金や保険料の支払いが減らない、
又は増えたから

家族の病気、介護などで出費が増えた、
又は減らないから

失業、退職、休職などで収入が減ったから

教育費や学生の子どもへの仕送りなどが
増えたから

家や自動車、電化製品などを購入し
一時的に大きな出費があったから

結婚、出産、手術などで、一時的に
大きな出費があったから

その他

特に理由はない、わからない

無回答

33.3

50.0

33.3

66.7

33.3

33.3

50.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 50% 100%

29歳以下（n=6）

年 齢 別

80.5

58.5

51.2

48.8

14.6

12.2

19.5

14.6

4.9

7.3

0.0

0.0

0% 50% 100%

30歳代（n=41）

76.1

56.5

50.0

28.3

8.7

2.2

41.3

6.5

8.7

6.5

0.0

2.2

0% 50% 100%

40歳代（n=46）
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７ 暮らし向きが悪くなっていると感じる理由（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

暮らし向きが悪くなっていると感じる理由においては、「毎日の生活費が増えたから（食費、光熱

水費など）」が77.1％と最も多く、次いで「給料や収益が増えない、又は減ったから」が46.3％、「預

貯金が増えない、又は減ったから」が43.9％などとなっています。 

全体・経年比較でみると、「給料や収益が増えない、又は減ったから」が年々少なくなっています。 

 

毎日の生活費が増えたから
（食費、光熱水費など）

給料や収益が増えない、又は減ったから

預貯金が増えない、又は減ったから

税金や保険料の支払いが減らない、
又は増えたから

家族の病気、介護などで出費が増えた、
又は減らないから

失業、退職、休職などで収入が減ったから

教育費や学生の子どもへの仕送りなどが
増えたから

家や自動車、電化製品などを購入し
一時的に大きな出費があったから

結婚、出産、手術などで、一時的に
大きな出費があったから

その他

特に理由はない、わからない

無回答

74.6

49.2

41.3

44.4

23.8

9.5

15.9

7.9

4.8

3.2

1.6

4.8

0% 50% 100%

50歳代（n=63）

79.7

44.3

46.8

41.8

22.8

25.3

1.3

21.5

2.5

2.5

0.0

0.0

0% 50% 100%

60歳代（n=79）

78.7

37.1

39.3

43.8

21.3

12.4

1.1

6.7

2.2

7.9

0.0

0.0

0% 50% 100%

70歳以上（n=89）

年 齢 別
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８ 日常生活の中での悩みや不安についての感じ方 

問３ あなたは、日常生活の中で、どの程度悩みや不安を感じていますか。 

 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日常生活の中での悩みや不安についての感じ方においては、「やや感じている」が50.1％と最も多

く、次いで「感じている」が26.4％、「あまり感じていない」が15.9％などとなっています。 

 

令和６年度 （n=755）

令和５年度 （n=786）

令和４年度 （n=775）

男性 （n=345）

女性 （n=401）

29歳以下 （n= 65）

30歳代 （n= 86）

40歳代 （n=100）

50歳代 （n=128）

60歳代 （n=177）

70歳以上 （n=192）

26.4

27.1

25.4

50.1

46.7

50.6

15.9

16.5

15.2

3.3

3.9

4.0

2.0

3.4

2.5

2.4

2.3

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

25.2

27.2

49.0

51.1

17.1

14.7

5.2

1.7

1.7

2.2

1.7

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

7.7

34.9

34.0

28.1

27.1

22.9

47.7

45.3

47.0

53.9

48.6

53.6

24.6

18.6

16.0

11.7

15.8

14.1

12.3

1.2

2.0

2.3

4.0

2.1

7.7

1.0

1.6

0.6

3.1

2.3

4.0

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

感じている やや感じている

あまり感じていない 感じていない

どちらともいえない・わからない 無回答

全体・経年比較
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９ 悩みや不安を感じていること 

問３で「１ 感じている」「２ やや感じている」を選択した方にお伺いします。 

問４ あなたが、悩みや不安を感じていることは、どのようなことですか。 

 （○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分や家族の健康

老後の生活設計

今後の生活費の見通し

自分や家族の生活（進学、就職、結婚、
子育て、介護など）上の問題

地震や津波などの自然災害

自分の仕事上の問題

環境変化（居住環境・生活環境）

犯罪や、交通事故に遭うのではないか
という不安

その他

無回答

61.2

54.2

50.8

46.8

37.3

21.7

13.2

10.4

2.1

1.0

62.2

53.6

46.6

49.0

41.0

20.9

15.0

14.8

1.0

1.4

58.9

54.7

50.3

46.5

31.9

24.3

12.4

9.8

2.7

1.0

0% 40% 80%

令和６年度（n=577）

令和５年度（n=580）

令和４年度（n=589）

全体・経年比較
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９ 悩みや不安を感じていること（性別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分や家族の健康

老後の生活設計

今後の生活費の見通し

自分や家族の生活（進学、就職、結婚、
子育て、介護など）上の問題

地震や津波などの自然災害

自分の仕事上の問題

環境変化（居住環境・生活環境）

犯罪や、交通事故に遭うのではないか
という不安

その他

無回答

59.0

57.0

53.1

43.8

33.2

27.3

11.3

10.9

2.7

1.2

0% 50% 100%

男性（n=256）

性 別

62.1

52.2

48.7

49.4

40.4

17.2

14.3

10.2

1.6

1.0

0% 50% 100%

女性（n=314）
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９ 悩みや不安を感じていること（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分や家族の健康

老後の生活設計

今後の生活費の見通し

自分や家族の生活（進学、就職、結婚、
子育て、介護など）上の問題

地震や津波などの自然災害

自分の仕事上の問題

環境変化（居住環境・生活環境）

犯罪や、交通事故に遭うのではないか
という不安

その他

無回答

33.3

25.0

41.7

58.3

47.2

36.1

8.3

8.3

2.8

0.0

0% 50% 100%

29歳以下（n=36）

年 齢 別

47.8

37.7

53.6

65.2

39.1

34.8

14.5

10.1

2.9

1.4

0% 50% 100%

30歳代（n=69）

45.7

53.1

58.0

64.2

37.0

37.0

9.9

11.1

2.5

1.2

0% 50% 100%

40歳代（n=81）
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９ 悩みや不安を感じていること（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

悩みや不安を感じていることにおいては、「自分や家族の健康」が61.2％と最も多く、次いで「老

後の生活設計」が54.2％、「今後の生活費の見通し」が50.8％などとなっています。 

年齢別でみると、“29歳以下”、“30歳代”、“40歳代”では「自分や家族の生活（進学、就職、結婚、

子育て、介護など）上の問題」が最も多くなっています。“50歳代”では「老後の生活設計」が70.5％

と最も多くなっています。 

 

 

自分や家族の健康

老後の生活設計

今後の生活費の見通し

自分や家族の生活（進学、就職、結婚、
子育て、介護など）上の問題

地震や津波などの自然災害

自分の仕事上の問題

環境変化（居住環境・生活環境）

犯罪や、交通事故に遭うのではないか
という不安

その他

無回答

61.9

70.5

54.3

60.0

32.4

27.6

18.1

13.3

1.0

0.0

0% 50% 100%

50歳代（n=105）

74.6

57.5

48.5

40.3

42.5

15.7

11.9

9.7

1.5

1.5

0% 50% 100%

60歳代（n=134）

69.4

56.5

48.3

22.4

32.7

5.4

11.6

9.5

2.7

1.4

0% 50% 100%

70歳以上（n=147）

年 齢 別
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10 居住環境の満足度 

問５ あなたは、現在お住まいの住居と、住居のまわりの居住環境について、どの

程度満足していますか。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

居住環境の満足度においては、「どちらかといえば満足している」が38.9％と最も多く、次いで「ど

ちらかといえば満足していない」が16.8％、「どちらともいえない・わからない」が16.2％などとなっ

ています。 

全体・経年比較でみると、「どちらかといえば満足している」が前回と比べて7.2ポイント少なく

なっています。 

 

 

 

 

令和６年度 （n=755）

令和５年度 （n=786）

令和４年度 （n=775）

男性 （n=345）

女性 （n=401）

29歳以下 （n= 65）

30歳代 （n= 86）

40歳代 （n=100）

50歳代 （n=128）

60歳代 （n=177）

70歳以上 （n=192）

12.1

11.6

13.9

38.9

46.1

43.0

16.8

16.4

13.5

13.9

11.2

12.5

16.2

13.5

14.7

2.1

1.3

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

14.2

10.5

42.9

36.2

15.4

17.7

11.6

15.7

13.3

18.5

2.6

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

21.5

15.1

11.0

5.5

10.7

14.1

32.3

48.8

36.0

43.8

40.1

34.9

15.4

14.0

15.0

14.8

18.1

18.8

7.7

14.0

23.0

15.6

13.6

9.9

23.1

8.1

14.0

18.0

14.7

18.8

1.0

2.3

2.8

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している どちらかといえば満足している

どちらかといえば満足していない 満足していない

どちらともいえない・わからない 無回答

全体・経年比較
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11 二酸化炭素の排出削減へ向けた取組の実施度 

問６ あなたは、CO2（二酸化炭素）の排出削減へ向けた環境へ配慮した取組を実

施していますか。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二酸化炭素の排出削減へ向けた取組の実施度においては、「ある程度実施している」が56.8％と最

も多く、次いで「実施している」が25.2％、「あまり実施していない」が7.3％などとなっています。 

 

令和６年度 （n=755）

令和５年度 （n=786）

令和４年度 （n=775）

男性 （n=345）

女性 （n=401）

29歳以下 （n= 65）

30歳代 （n= 86）

40歳代 （n=100）

50歳代 （n=128）

60歳代 （n=177）

70歳以上 （n=192）

25.2

26.3

26.1

56.8

58.8

54.8

7.3

8.3

10.5

5.3

3.4

4.6

4.8

2.8

3.6

0.7

0.4

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

27.8

23.2

46.4

65.3

9.3

5.7

9.0

2.2

6.4

3.2

1.2

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

21.5

22.1

25.0

23.4

30.5

24.0

55.4

51.2

50.0

58.6

56.5

62.0

9.2

10.5

9.0

8.6

6.2

4.7

3.1

8.1

12.0

3.9

2.8

4.7

10.8

8.1

3.0

3.9

3.4

4.2

1.0

1.6

0.6

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実施している ある程度実施している

あまり実施していない 実施していない

どちらともいえない・わからない 無回答

全体・経年比較
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12 省エネルギーの取組の実施度 

問７ あなたは、普段の生活の中やご家庭で何らかの省エネルギーの取組を実施し

ていますか。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

省エネルギーの取組の実施度においては、「実施している」が20.9％、「ある程度実施している」

が55.0％、「あまり実施していない」が14.4％、「実施していない」が5.7％となっています。 

 

令和６年度 （n=755）

令和５年度 （n=786）

令和４年度 （n=775）

男性 （n=345）

女性 （n=401）

29歳以下 （n= 65）

30歳代 （n= 86）

40歳代 （n=100）

50歳代 （n=128）

60歳代 （n=177）

70歳以上 （n=192）

20.9

19.1

18.3

55.0

59.2

58.2

14.4

14.0

16.4

5.7

3.8

3.6

4.0

3.9

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

22.9

19.0

47.5

61.8

17.4

11.7

9.0

3.0

3.2

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

23.1

20.9

26.0

25.0

20.9

14.1

49.2

47.7

46.0

51.6

57.1

65.6

15.4

22.1

18.0

16.4

13.0

9.4

12.3

7.0

8.0

4.7

4.0

4.2

2.3

2.0

2.3

5.1

6.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実施している ある程度実施している あまり実施していない

実施していない 無回答

全体・経年比較
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13 実施している省エネルギーの取組 

問７で「１ 実施している」「２ ある程度実施している」を選択した方にお伺いします。 

問８ あなたが実施している省エネルギーの取組を教えてください。 

 （○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人がいない部屋の照明を消す

見ていないときは電源を切る

シャワーを流したままにしない

白熱電球をＬＥＤ電球に取り替える

物を詰め込みすぎないようにする

高効率給湯器への切り替え
（エコキュート、エコジョーズなど）

エコドライブの実践

夏の冷房時の室温は28℃、冬の暖房時の
室温は20℃を目安にする

設定温度を強から中にする

次世代自動車への切り替え
（ハイブリッド自動車、電気自動車など）

フィルターを月に１～２回清掃する

その他

無回答

79.4

71.4

60.6

54.6

41.0

38.6

34.2

29.8

28.6

24.4

17.8

4.5

0.3

80.7

74.8

62.4

55.1

43.1

32.4

30.2

35.9

31.9

20.5

14.8

2.6

0.5

79.9

75.4

62.4

55.0

40.1

36.4

35.2

36.1

33.9

22.4

17.4

3.4

0.5

0% 30% 60% 90%

令和６年度（n=573）

令和５年度（n=615）

令和４年度（n=593）

全体・経年比較
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13 実施している省エネルギーの取組（性別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人がいない部屋の照明を消す

見ていないときは電源を切る

シャワーを流したままにしない

白熱電球をＬＥＤ電球に取り替える

物を詰め込みすぎないようにする

高効率給湯器への切り替え
（エコキュート、エコジョーズなど）

エコドライブの実践

夏の冷房時の室温は28℃、冬の暖房時の
室温は20℃を目安にする

設定温度を強から中にする

次世代自動車への切り替え
（ハイブリッド自動車、電気自動車など）

フィルターを月に１～２回清掃する

その他

無回答

73.7

68.7

56.0

58.4

31.7

38.3

40.3

28.0

21.0

28.4

14.8

3.3

0.0

0% 50% 100%

男性（n=243）

性 別

83.6

72.8

63.6

51.5

47.5

38.6

29.6

31.2

33.6

21.6

19.8

5.2

0.6

0% 50% 100%

女性（n=324）
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13 実施している省エネルギーの取組（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人がいない部屋の照明を消す

見ていないときは電源を切る

シャワーを流したままにしない

白熱電球をＬＥＤ電球に取り替える

物を詰め込みすぎないようにする

高効率給湯器への切り替え
（エコキュート、エコジョーズなど）

エコドライブの実践

夏の冷房時の室温は28℃、冬の暖房時の
室温は20℃を目安にする

設定温度を強から中にする

次世代自動車への切り替え
（ハイブリッド自動車、電気自動車など）

フィルターを月に１～２回清掃する

その他

無回答

87.2

72.3

59.6

29.8

12.8

17.0

21.3

17.0

10.6

10.6

8.5

2.1

0.0

0% 50% 100%

29歳以下（n=47）

年 齢 別

81.4

76.3

59.3

47.5

30.5

35.6

30.5

15.3

27.1

25.4

23.7

3.4

0.0

0% 50% 100%

30歳代（n=59）

76.4

69.4

59.7

52.8

41.7

33.3

29.2

19.4

31.9

34.7

20.8

5.6

0.0

0% 50% 100%

40歳代（n=72）
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13 実施している省エネルギーの取組（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施している省エネルギーの取組においては、「人がいない部屋の照明を消す」が79.4％と最も多

く、次いで「見ていないときは電源を切る」が71.4％、「シャワーを流したままにしない」が60.6％

などとなっています。 

全体・経年比較でみると、「夏の冷房時の室温は28℃、冬の暖房時の室温は20℃を目安にする」が

年々少なくなっています。 

 

人がいない部屋の照明を消す

見ていないときは電源を切る

シャワーを流したままにしない

白熱電球をＬＥＤ電球に取り替える

物を詰め込みすぎないようにする

高効率給湯器への切り替え
（エコキュート、エコジョーズなど）

エコドライブの実践

夏の冷房時の室温は28℃、冬の暖房時の
室温は20℃を目安にする

設定温度を強から中にする

次世代自動車への切り替え
（ハイブリッド自動車、電気自動車など）

フィルターを月に１～２回清掃する

その他

無回答

79.6

71.4

57.1

66.3

36.7

46.9

40.8

28.6

31.6

27.6

24.5

6.1

0.0

0% 50% 100%

50歳代（n=98）

76.8

73.9

63.0

59.4

49.3

43.5

39.9

37.0

32.6

31.2

14.5

2.9

0.0

0% 50% 100%

60歳代（n=138）

79.1

66.7

61.4

54.2

47.1

38.6

33.3

39.2

26.8

15.0

15.7

5.2

1.3

0% 50% 100%

70歳以上（n=153）

年 齢 別
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14 市内の水道水の安全性についての考え方 

問９ あなたは、市内の水道水の安全性についてどのように思いますか。 

 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市内の水道水の安全性についての考え方においては、「どちらかといえば安全だと思っている」が

44.6％と最も多く、次いで「安全だと思っている」が36.8％、「どちらともいえない・わからない」

が10.3％などとなっています。 

性別でみると、“男性”では「安全だと思っている」が42.6％と最も多くなっています。 

年齢別でみると、“29歳以下”では「安全だと思っている」が55.4％と最も多くなっています。 

 

令和６年度 （n=755）

令和５年度 （n=786）

令和４年度 （n=775）

男性 （n=345）

女性 （n=401）

29歳以下 （n= 65）

30歳代 （n= 86）

40歳代 （n=100）

50歳代 （n=128）

60歳代 （n=177）

70歳以上 （n=192）

36.8

37.8

36.9

44.6

44.1

43.4

3.8

3.8

4.1

2.4

1.8

2.8

10.3

10.3

10.3

2.0

2.2

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

42.6

32.7

40.6

48.9

3.8

4.0

2.6

1.5

7.8

11.5

2.6

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

55.4

40.7

39.0

32.0

36.2

32.8

20.0

46.5

43.0

50.8

46.9

47.9

3.1

1.2

6.0

5.5

4.0

3.1

3.1

2.3

3.0

1.6

2.3

1.6

16.9

8.1

9.0

9.4

8.5

10.4

1.5

1.2

0.8

2.3

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

安全だと思っている

どちらかといえば安全だと思っている

どちらかといえば安全ではないと思っている

安全ではないと思っている

どちらともいえない・わからない

無回答

全体・経年比較
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15 公共交通機関の利便性についての考え方 

問10 あなたは、市内のバスなどの公共交通機関が利用しやすいと思いますか。 

 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公共交通機関の利便性についての考え方においては、「そうは思わない」が49.0％と最も多く、次

いで「どちらともいえない・わからない」が28.1％、「どちらかといえばそうは思わない」が14.3％

などとなっています。 

全体・経年比較でみると、「そうは思わない」が前回と比べて5.6ポイント多くなっています。 

年齢別でみると、“70歳以上”では「どちらともいえない・わからない」が39.6％と最も多くなっ

ています。 

 

 

 

令和６年度 （n=755）

令和５年度 （n=786）

令和４年度 （n=775）

男性 （n=345）

女性 （n=401）

29歳以下 （n= 65）

30歳代 （n= 86）

40歳代 （n=100）

50歳代 （n=128）

60歳代 （n=177）

70歳以上 （n=192）

1.6

2.8

2.5

5.8

8.0

6.2

14.3

12.2

16.0

49.0

43.4

45.9

28.1

32.6

27.4

1.2

1.0

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

2.3

1.0

6.7

5.2

14.8

13.5

44.6

52.9

30.1

26.4

1.4

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

6.2

2.3

2.0

0.8

1.7

9.2

7.0

5.0

4.7

2.8

8.3

18.5

16.3

14.0

15.6

9.6

15.1

56.9

52.3

63.0

53.1

50.8

32.8

9.2

22.1

16.0

25.8

34.5

39.6

0.6

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそうは思わない そうは思わない

どちらともいえない・わからない 無回答

全体・経年比較
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16 市が運行する自主運行バスの利用状況 

問11 あなたは、市が運行する自主運行バス（御前崎市内線、相良御前崎線、相良

浜岡線）を利用したことがありますか。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市が運行する自主運行バスの利用状況においては、「利用しておらず今後も利用しない」が47.9％

と最も多く、次いで「利用していないが今後利用する可能性がある」が43.4％、「年に数回利用して

いる」が6.2％などとなっています。 

性別でみると、“女性”では「利用していないが今後利用する可能性がある」が47.1％と最も多く

なっています。 

年齢別でみると、“60歳代”、“70歳以上”では「利用していないが今後利用する可能性がある」が

最も多くなっています。 

令和６年度 （n=755）

令和５年度 （n=786）

令和４年度 （n=775）

男性 （n=345）

女性 （n=401）

29歳以下 （n= 65）

30歳代 （n= 86）

40歳代 （n=100）

50歳代 （n=128）

60歳代 （n=177）

70歳以上 （n=192）

0.9

0.5

0.8

0.9

0.9

0.9

6.2

7.1

5.8

43.4

43.4

43.2

47.9

47.5

48.6

0.5

0.6

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

1.7

0.2

0.6

1.2

8.1

4.7

38.8

47.1

49.9

46.4

0.9

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.5

1.2

2.0

1.6

0.5

6.2

1.2

1.0

0.5

26.2

9.3

10.0

3.1

2.3

2.1

21.5

27.9

36.0

40.6

54.2

53.6

44.6

59.3

51.0

54.7

42.9

42.2

1.2

0.6

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週に１回以上利用している

月に数回利用している

年に数回利用している

利用していないが今後利用する可能性がある

利用しておらず今後も利用しない

無回答

全体・経年比較
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17 市内で犯罪被害に遭う不安についての感じ方 

問12 あなたは、あなたやあなたの家族が、市内で犯罪被害に遭うのではないかと

いう不安を、どの程度感じていますか。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市内で犯罪被害に遭う不安についての感じ方においては、「あまり感じていない」が43.4％と最も

多く、次いで「やや感じている」が29.0％、「感じていない」が10.9％などとなっています。 

 

令和６年度 （n=755）

令和５年度 （n=786）

令和４年度 （n=775）

男性 （n=345）

女性 （n=401）

29歳以下 （n= 65）

30歳代 （n= 86）

40歳代 （n=100）

50歳代 （n=128）

60歳代 （n=177）

70歳以上 （n=192）

7.4

7.4

7.9

29.0

33.7

24.9

43.4

41.0

48.3

10.9

8.4

9.7

8.9

9.2

9.0

0.4

0.4

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

8.7

6.5

29.0

28.9

44.6

43.1

10.4

11.0

6.4

10.5

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4.6

5.8

10.0

8.6

6.8

7.8

21.5

23.3

33.0

30.5

28.2

32.3

33.8

52.3

44.0

46.9

45.8

38.5

21.5

11.6

8.0

6.3

10.7

11.5

18.5

7.0

5.0

7.8

7.9

8.9

0.6

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

感じている やや感じている

あまり感じていない 感じていない

どちらともいえない・わからない 無回答

全体・経年比較
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18 御前崎市の安心・安全についての考え方 

問13 あなたは、御前崎市は災害に強く、安心・安全に暮らせるまちだと思います

か。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御前崎市の安心・安全についての考え方においては、「そうは思わない」が31.3％と最も多く、次

いで「どちらかといえばそうは思わない」が25.6％、「どちらかといえばそう思う」が21.7％などと

なっています。 

年齢別でみると、“29歳以下”では「どちらかといえばそうは思わない」が40.0％と最も多くなっ

ています。 

 

令和６年度 （n=755）

令和５年度 （n=786）

令和４年度 （n=775）

男性 （n=345）

女性 （n=401）

29歳以下 （n= 65）

30歳代 （n= 86）

40歳代 （n=100）

50歳代 （n=128）

60歳代 （n=177）

70歳以上 （n=192）

2.8

4.8

4.3

21.7

28.0

22.8

25.6

23.9

26.8

31.3

24.6

29.9

18.1

18.3

15.9

0.5

0.4

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

2.6

3.0

24.1

20.0

25.5

25.7

28.7

32.7

18.3

18.5

0.9

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

6.2

1.2

1.0

2.3

1.1

5.2

16.9

20.9

30.0

25.8

16.4

22.4

40.0

24.4

17.0

27.3

25.4

24.5

20.0

36.0

38.0

31.3

33.9

25.5

16.9

17.4

14.0

13.3

22.6

20.8

0.6

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそうは思わない そうは思わない

どちらともいえない・わからない 無回答

全体・経年比較
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19 原子力に関する情報発信の取組の満足度 

問14 あなたは、原子力に関する情報発信の取組（ホームページ・広報誌連載等）

にどの程度満足していますか。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原子力に関する情報発信の取組の満足度においては、「どちらともいえない・わからない」が

41.9％と最も多く、次いで「どちらかといえば満足している」が29.1％、「どちらかといえば満足し

ていない」が14.3％などとなっています。 

 

令和６年度 （n=755）

令和５年度 （n=786）

令和４年度 （n=775）

男性 （n=345）

女性 （n=401）

29歳以下 （n= 65）

30歳代 （n= 86）

40歳代 （n=100）

50歳代 （n=128）

60歳代 （n=177）

70歳以上 （n=192）

7.2

6.4

6.8

29.1

29.9

27.7

14.3

10.3

12.4

7.0

8.8

8.9

41.9

44.0

43.7

0.5

0.6

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

10.1

4.7

33.0

26.4

14.5

14.2

7.8

6.2

33.6

48.1

0.9

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

7.7

11.6

7.0

8.6

5.6

5.7

13.8

27.9

35.0

35.2

30.5

27.6

10.8

9.3

10.0

12.5

16.4

18.8

3.1

9.3

10.0

2.3

8.5

7.3

64.6

41.9

38.0

41.4

38.4

39.1

0.6

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している どちらかといえば満足している

どちらかといえば満足していない 満足していない

どちらともいえない・わからない 無回答

全体・経年比較
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３．都市基盤について 

20 市内の公園の管理についての感じ方 

問15 あなたは、市内の公園について管理が行き届いている（景観が保たれている）

と感じていますか。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市内の公園の管理についての感じ方においては、「どちらともいえない・わからない」が33.2％と

最も多く、次いで「やや感じている」が26.1％、「あまり感じていない」が16.6％などとなっていま

す。 

年齢別でみると、“30歳代”、“40歳代”では「やや感じている」が最も多くなっています。 

 

令和６年度 （n=755）

令和５年度 （n=786）

令和４年度 （n=775）

男性 （n=345）

女性 （n=401）

29歳以下 （n= 65）

30歳代 （n= 86）

40歳代 （n=100）

50歳代 （n=128）

60歳代 （n=177）

70歳以上 （n=192）

9.8

9.5

11.2

26.1

30.2

28.5

16.6

19.1

21.4

13.2

12.3

10.6

33.2

28.5

27.1

1.1

0.4

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

13.3

7.0

26.4

26.2

15.9

17.2

13.3

13.2

30.4

34.9

0.6

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

15.4

11.6

13.0

10.9

6.8

7.8

26.2

31.4

35.0

25.0

23.2

23.4

20.0

17.4

12.0

16.4

14.1

19.8

6.2

15.1

13.0

8.6

18.6

13.0

32.3

23.3

27.0

39.1

35.6

33.9

1.2

1.7

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

感じている やや感じている

あまり感じていない 感じていない

どちらともいえない・わからない 無回答

全体・経年比較
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21 御前崎市の道路整備の満足度 

問16 あなたは、市の道路整備に対してどの程度満足していますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御前崎市の道路整備の満足度においては、「どちらかといえば満足している」が36.3％と最も多

く、次いで「どちらかといえば満足していない」が19.7％、「満足していない」が19.6％などとなっ

ています。 

 

令和６年度 （n=755）

令和５年度 （n=786）

令和４年度 （n=775）

男性 （n=345）

女性 （n=401）

29歳以下 （n= 65）

30歳代 （n= 86）

40歳代 （n=100）

50歳代 （n=128）

60歳代 （n=177）

70歳以上 （n=192）

8.5

7.4

9.8

36.3

39.9

36.9

19.7

18.4

19.9

19.6

17.9

19.9

14.8

15.4

12.6

1.1

0.9

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

9.6

7.5

36.5

36.7

20.6

19.5

21.4

17.5

11.0

17.7

0.9

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

21.5

12.8

10.0

5.5

5.6

6.3

38.5

37.2

39.0

38.3

33.9

35.4

20.0

14.0

15.0

25.0

22.0

19.8

10.8

17.4

24.0

18.0

22.0

19.3

9.2

17.4

11.0

13.3

15.3

17.2

1.2

1.0

1.1

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している どちらかといえば満足している

どちらかといえば満足していない 満足していない

どちらともいえない・わからない 無回答

全体・経年比較
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22 御前崎市の景観についての考え方 

問17 あなたは、御前崎市の景観を誇りに思いますか。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御前崎市の景観についての考え方においては、「どちらかといえばそう思う」が40.7％と最も多

く、次いで「どちらともいえない・わからない」が19.2％、「そう思う」が16.8％などとなっていま

す。 

 

令和６年度 （n=755）

令和５年度 （n=786）

令和４年度 （n=775）

男性 （n=345）

女性 （n=401）

29歳以下 （n= 65）

30歳代 （n= 86）

40歳代 （n=100）

50歳代 （n=128）

60歳代 （n=177）

70歳以上 （n=192）

16.8

16.9

15.4

40.7

38.7

40.8

10.3

11.8

11.4

11.7

10.7

11.6

19.2

21.1

19.2

1.3

0.8

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

19.4

15.0

38.3

42.9

10.1

10.7

15.1

8.5

15.9

21.4

1.2

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

27.7

22.1

16.0

16.4

15.8

13.0

38.5

46.5

44.0

45.3

35.0

39.6

9.2

4.7

11.0

8.6

10.2

14.6

6.2

11.6

16.0

10.9

11.9

10.9

18.5

14.0

13.0

18.8

25.4

18.8

1.2

1.7

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそうは思わない そうは思わない

どちらともいえない・わからない 無回答

全体・経年比較
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４．健康福祉について 

23 御前崎市の子育てのしやすさについての考え方 

問18 あなたは、御前崎市が子どもを産み育てやすいところだと思いますか。 

 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御前崎市の子育てのしやすさについての考え方においては、「どちらともいえない・わからない」

が34.2％と最も多く、次いで「どちらかといえばそう思う」が24.0％、「そうは思わない」が20.1％

などとなっています。 

全体・経年比較でみると、「どちらかといえばそう思う」が年々少なくなっています。 

年齢別でみると、“40歳代”では「そうは思わない」が28.0％と最も多くなっています。“50歳代”

では「どちらかといえばそう思う」が30.5％と最も多くなっています。 

令和６年度 （n=755）

令和５年度 （n=786）

令和４年度 （n=775）

男性 （n=345）

女性 （n=401）

29歳以下 （n= 65）

30歳代 （n= 86）

40歳代 （n=100）

50歳代 （n=128）

60歳代 （n=177）

70歳以上 （n=192）

5.0

6.6

7.5

24.0

32.4

33.8

15.6

13.7

11.9

20.1

14.4

16.5

34.2

32.1

29.3

1.1

0.8

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

5.2

5.0

21.2

26.7

15.7

16.0

23.8

16.7

33.6

34.2

0.6

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

9.2

4.7

7.0

3.9

2.8

5.7

16.9

22.1

27.0

30.5

22.6

22.9

26.2

19.8

17.0

17.2

11.3

13.0

9.2

22.1

28.0

18.8

24.9

15.1

38.5

30.2

21.0

29.7

36.2

41.7

1.2

2.3

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそうは思わない そうは思わない

どちらともいえない・わからない 無回答

全体・経年比較
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24 健康のために行っていること 

問19 あなたは、ご自分の健康のために、どのようなことを行っていますか。 

 （○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定期的に健康診断を受ける

食事や栄養バランスに気を付けている

体を動かしたり運動をしたりする

休養や睡眠を十分にとる

日頃から体重や血圧などのチェックをする

お酒を飲みすぎない

タバコをやめた、または本数を減らした

その他

特に何もしていない

無回答

55.0

53.2

49.8

43.8

37.5

17.9

12.6

0.8

7.2

0.8

54.5

53.9

52.0

48.7

40.1

20.1

15.3

1.0

5.7

0.4

50.7

50.3

47.9

41.4

34.5

18.8

15.4

1.5

8.9

0.6

0% 30% 60%

令和６年度（n=755）

令和５年度（n=786）

令和４年度（n=775）

全体・経年比較

定期的に健康診断を受ける

食事や栄養バランスに気を付けている

体を動かしたり運動をしたりする

休養や睡眠を十分にとる

日頃から体重や血圧などのチェックをする

お酒を飲みすぎない

タバコをやめた、または本数を減らした

その他

特に何もしていない

無回答

52.5

43.5

50.7

40.0

35.1

25.8

22.0

0.0

8.4

0.6

0% 50% 100%

男性（n=345）

性 別

56.9

61.6

48.9

47.9

39.2

11.0

4.7

1.5

6.2

0.7

0% 50% 100%

女性（n=401）
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24 健康のために行っていること（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定期的に健康診断を受ける

食事や栄養バランスに気を付けている

体を動かしたり運動をしたりする

休養や睡眠を十分にとる

日頃から体重や血圧などのチェックをする

お酒を飲みすぎない

タバコをやめた、または本数を減らした

その他

特に何もしていない

無回答

26.2

47.7

41.5

64.6

12.3

26.2

1.5

0.0

10.8

0.0

0% 50% 100%

29歳以下（n=65）

年 齢 別

40.7

43.0

44.2

39.5

12.8

18.6

8.1

0.0

12.8

1.2

0% 50% 100%

30歳代（n=86）

53.0

60.0

43.0

43.0

18.0

23.0

8.0

2.0

10.0

0.0

0% 50% 100%

40歳代（n=100）

定期的に健康診断を受ける

食事や栄養バランスに気を付けている

体を動かしたり運動をしたりする

休養や睡眠を十分にとる

日頃から体重や血圧などのチェックをする

お酒を飲みすぎない

タバコをやめた、または本数を減らした

その他

特に何もしていない

無回答

57.8

53.9

40.6

43.0

34.4

15.6

13.3

0.0

7.8

0.0

0% 50% 100%

50歳代（n=128）

62.7

52.0

54.2

41.8

56.5

17.5

15.3

0.0

4.5

1.1

0% 50% 100%

60歳代（n=177）

62.5

56.3

60.4

42.7

51.6

14.1

18.2

2.1

4.2

1.0

0% 50% 100%

70歳以上（n=192）

年 齢 別
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健康のために行っていることにおいては、「定期的に健康診断を受ける」が55.0％と最も多く、次

いで「食事や栄養バランスに気を付けている」が53.2％、「体を動かしたり運動をしたりする」が

49.8％などとなっています。 

性別でみると、“女性”では「食事や栄養バランスに気を付けている」が61.6％と最も多くなって

います。 

年齢別でみると、“29歳以下”では「休養や睡眠を十分にとる」が64.6％と最も多くなっています。

“30歳代”では「体を動かしたり運動をしたりする」が44.2％と最も多くなっています。“40歳代”

では「食事や栄養バランスに気を付けている」が60.0％と最も多くなっています。 

 



36 

25 健康のために参加したい活動 

問20 あなたは、ご自分の健康のために、身近にどのような活動があれば参加しま

すか。 （○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康チェック

ウォーキングやジョギング

体力測定

地区センターなどで開催されるイベント

健康づくり体操

健康づくりに関する講演会

その他

参加したいと思う活動はない

無回答

29.5

22.8

15.9

14.3

12.8

9.1

3.0

36.6

2.8

28.1

24.6

17.2

12.6

14.2

7.3

2.3

35.0

2.7

26.6

24.1

19.0

9.7

13.0

6.8

4.8

35.9

3.1

0% 20% 40%

令和６年度（n=755）

令和５年度（n=786）

令和４年度（n=775）

全体・経年比較

健康チェック

ウォーキングやジョギング

体力測定

地区センターなどで開催されるイベント

健康づくり体操

健康づくりに関する講演会

その他

参加したいと思う活動はない

無回答

27.0

24.6

13.3

13.3

6.7

8.4

3.2

40.3

3.5

0% 50% 100%

男性（n=345）

性 別

32.2

21.2

18.2

15.0

18.0

9.5

3.0

33.4

2.0

0% 50% 100%

女性（n=401）
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25 健康のために参加したい活動（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康のために参加したい活動においては、「健康チェック」が29.5％と最も多く、次いで「ウォー

キングやジョギング」が22.8％、「体力測定」が15.9％などとなっています。また、「参加したいと

思う活動はない」が36.6％となっています。 

年齢別でみると、“50歳代”では「ウォーキングやジョギング」が25.0％と最も多くなっています。 

健康チェック

ウォーキングやジョギング

体力測定

地区センターなどで開催されるイベント

健康づくり体操

健康づくりに関する講演会

その他

参加したいと思う活動はない

無回答

26.2

20.0

20.0

9.2

4.6

1.5

3.1

43.1

0.0

0% 50% 100%

29歳以下（n=65）

年 齢 別

25.6

22.1

17.4

10.5

4.7

4.7

1.2

43.0

1.2

0% 50% 100%

30歳代（n=86）

26.0

20.0

17.0

10.0

6.0

7.0

5.0

44.0

0.0

0% 50% 100%

40歳代（n=100）

健康チェック

ウォーキングやジョギング

体力測定

地区センターなどで開催されるイベント

健康づくり体操

健康づくりに関する講演会

その他

参加したいと思う活動はない

無回答

23.4

25.0

12.5

7.0

7.8

5.5

3.1

48.4

1.6

0% 50% 100%

50歳代（n=128）

34.5

28.2

18.1

18.6

18.6

10.7

2.3

31.1

4.0

0% 50% 100%

60歳代（n=177）

34.4

19.8

13.5

20.8

20.3

15.1

3.6

24.5

5.2

0% 50% 100%

70歳以上（n=192）

年 齢 別
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26 御前崎市の障がい者や高齢者へのやさしさについての考え方 

問21 あなたは、御前崎市は障がい者や高齢者にやさしいまちだと思いますか。 

 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御前崎市の障がい者や高齢者へのやさしさについての考え方においては、「どちらともいえない・

わからない」が41.1％と最も多く、次いで「どちらかといえばそう思う」が24.4％、「どちらかとい

えばそうは思わない」が16.6％などとなっています。 

 

令和６年度 （n=755）

令和５年度 （n=786）

令和４年度 （n=775）

男性 （n=345）

女性 （n=401）

29歳以下 （n= 65）

30歳代 （n= 86）

40歳代 （n=100）

50歳代 （n=128）

60歳代 （n=177）

70歳以上 （n=192）

2.9

5.0

4.9

24.4

25.6

24.1

16.6

16.7

14.3

14.4

11.2

14.8

41.1

41.3

41.2

0.7

0.3

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

3.2

2.7

24.3

24.7

18.3

15.2

13.6

15.0

40.0

41.6

0.6

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

6.2

3.5

1.0

2.3

1.7

4.2

24.6

16.3

28.0

21.9

21.5

30.7

16.9

10.5

14.0

21.9

18.1

16.1

10.8

12.8

12.0

21.1

16.9

10.9

41.5

55.8

45.0

32.8

40.7

37.0

1.2

1.1

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそうは思わない そうは思わない

どちらともいえない・わからない 無回答

全体・経年比較
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27 御前崎市の保健・医療・介護サービスの提供についての考え方 

問22 あなたは、御前崎市で必要な保健・医療・介護サービスが提供されていると

思いますか。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御前崎市の保健・医療・介護サービスの提供についての考え方においては、「どちらかといえばそ

う思う」が33.1％と最も多く、次いで「どちらともいえない・わからない」が31.9％、「どちらかと

いえばそうは思わない」が16.0％などとなっています。 

性別でみると、“男性”では「どちらともいえない・わからない」が32.8％と最も多くなっていま

す。 

年齢別でみると、“29歳以下”、“30歳代”、“60歳代”では「どちらともいえない・わからない」が

最も多くなっています。 

 

令和６年度 （n=755）

令和５年度 （n=786）

令和４年度 （n=775）

男性 （n=345）

女性 （n=401）

29歳以下 （n= 65）

30歳代 （n= 86）

40歳代 （n=100）

50歳代 （n=128）

60歳代 （n=177）

70歳以上 （n=192）

5.7

6.7

7.4

33.1

37.2

32.3

16.0

12.7

16.3

12.6

9.0

9.7

31.9

34.1

33.8

0.7

0.3

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

5.8

5.7

30.4

35.4

17.7

14.5

12.8

12.2

32.8

31.4

0.6

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10.8

4.7

3.0

3.1

5.6

7.8

29.2

22.1

37.0

35.2

27.7

40.6

12.3

19.8

13.0

17.2

16.9

15.1

9.2

16.3

17.0

17.2

11.9

7.3

38.5

36.0

30.0

27.3

36.7

28.1

1.2

1.1

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそうは思わない そうは思わない

どちらともいえない・わからない 無回答

全体・経年比較
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５．経済産業について 

28 御前崎市の観光施設整備や観光イベントへの取組の満足度 

問23 あなたは、御前崎市の観光施設整備や観光イベントへの取組について、どの

程度満足していますか。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御前崎市の観光施設整備や観光イベントへの取組の満足度においては、「どちらともいえない・わ

からない」が35.9％と最も多く、次いで「どちらかといえば満足している」が21.9％、「どちらかと

いえば満足していない」が19.3％などとなっています。 

全体・経年比較でみると、「満足していない」が前回と比べて6.2ポイント多くなっています。 

年齢別でみると、“40歳代”では「どちらかといえば満足している」が35.0％と最も多くなってい

ます。 

 

令和６年度 （n=755）

令和５年度 （n=786）

令和４年度 （n=775）

男性 （n=345）

女性 （n=401）

29歳以下 （n= 65）

30歳代 （n= 86）

40歳代 （n=100）

50歳代 （n=128）

60歳代 （n=177）

70歳以上 （n=192）

3.0

5.0

3.7

21.9

25.2

21.3

19.3

17.8

15.7

18.5

12.3

18.2

35.9

38.0

39.6

1.3

1.7

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

4.3

2.0

19.7

24.2

21.4

17.5

22.6

14.7

30.4

40.9

1.4

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

12.3

3.5

2.0

3.9

1.7

1.0

24.6

23.3

35.0

16.4

19.8

19.8

13.8

18.6

14.0

21.1

18.6

22.9

7.7

22.1

19.0

25.0

20.3

14.6

41.5

32.6

29.0

31.3

38.4

40.6

1.0

2.3

1.1

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している どちらかといえば満足している

どちらかといえば満足していない 満足していない

どちらともいえない・わからない 無回答

全体・経年比較
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29 御前崎市の産業活動の活力についての考え方 

問24 あなたは、御前崎市の産業活動に、活力（元気）があると思いますか。 

 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御前崎市の産業活動の活力についての考え方においては、「あるとは思わない」が32.8％と最も多

く、次いで「どちらかといえばあるとは思わない」が26.2％、「どちらともいえない・わからない」

が25.6％などとなっています。 

全体・経年比較でみると、「あるとは思わない」が前回と比べて12.7ポイント多くなっています。 

性別でみると、“女性”では「どちらともいえない・わからない」が30.2％と最も多くなっていま

す。 

年齢別でみると、“29歳以下”、“70歳以上”では「どちらともいえない・わからない」が最も多く

なっています。 

 

令和６年度 （n=755）

令和５年度 （n=786）

令和４年度 （n=775）

男性 （n=345）

女性 （n=401）

29歳以下 （n= 65）

30歳代 （n= 86）

40歳代 （n=100）

50歳代 （n=128）

60歳代 （n=177）

70歳以上 （n=192）

2.0

2.8

1.4

11.7

14.1

14.1

26.2

30.9

25.9

32.8

20.1

27.0

25.6

30.5

29.5

1.7

1.5

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

2.3

1.7

10.7

12.7

26.7

25.9

39.1

27.4

20.0

30.2

1.2

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

6.2

2.3

4.0

1.6

1.1

0.5

10.8

22.1

20.0

10.2

8.5

7.3

23.1

20.9

19.0

33.6

26.0

29.2

23.1

32.6

37.0

35.2

37.3

28.6

36.9

22.1

19.0

18.8

25.4

30.7

1.0

0.8

1.7

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あると思う どちらかといえばあると思う

どちらかといえばあるとは思わない あるとは思わない

どちらともいえない・わからない 無回答

全体・経年比較
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30 活力があると思う産業 

問24で「１ あると思う」「２ どちらかといえばあると思う」を選択した方にお伺いします。 

問25 あなたは、どの産業に活力（元気）があると思いますか。 

 （○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水産業

農業

観光業

商業

工業

その他

無回答

54.4

44.7

35.0

16.5

15.5

1.0

2.9

53.4

45.9

39.8

14.3

7.5

1.5

3.0

50.8

50.8

30.8

20.0

10.0

1.7

1.7

0% 30% 60%

令和６年度（n=103）

令和５年度（n=133）

令和４年度（n=120）

全体・経年比較

水産業

農業

観光業

商業

工業

その他

無回答

64.4

31.1

28.9

17.8

26.7

2.2

0.0

0% 50% 100%

男性（n=45）

性 別

46.6

55.2

39.7

15.5

6.9

0.0

5.2

0% 50% 100%

女性（n=58）
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30 活力があると思う産業（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活力があると思う産業においては、「水産業」が54.4％と最も多く、次いで「農業」が44.7％、「観

光業」が35.0％などとなっています。 

全体・経年比較でみると、「農業」が年々少なくなっています。 

性別でみると、“女性”では「農業」が55.2％と最も多くなっています。 

年齢別でみると、“50歳代”、“70歳以上”では「農業」が最も多くなっています。 

 

水産業

農業

観光業

商業

工業

その他

無回答

72.7

27.3

45.5

9.1

27.3

0.0

0.0

0% 50% 100%

29歳以下（n=11）

年 齢 別

57.1

38.1

33.3

14.3

14.3

4.8

4.8

0% 50% 100%

30歳代（n=21）

62.5

50.0

41.7

12.5

8.3

0.0

0.0

0% 50% 100%

40歳代（n=24）

水産業

農業

観光業

商業

工業

その他

無回答

53.3

66.7

26.7

26.7

26.7

0.0

0.0

0% 50% 100%

50歳代（n=15）

41.2

35.3

41.2

17.6

17.6

0.0

5.9

0% 50% 100%

60歳代（n=17）

40.0

46.7

20.0

20.0

6.7

0.0

6.7

0% 50% 100%

70歳以上（n=15）

年 齢 別
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31 産業が活力を持つために御前崎市が力を入れるべき取組 

問26 あなたは、御前崎市の産業が活力を持つために、市が力を入れるべき取組は

何だと思いますか。 （○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企業誘致の促進

特産品・製品の市外へのＰＲ

後継者の育成への支援

特産品・製品の販路開拓や
市場調査への支援

起業・新規就農に対する支援

イベントの開催

新たな特産品、新製品、新技術の開発支援

既存産業の設備投資などへの支援

地域資源の活用

事業者の意識改革

異なる業種との交流の促進

その他

無回答

52.1

42.9

41.9

29.7

28.7

27.8

25.0

22.0

21.7

15.9

11.5

5.0

3.7

44.9

43.6

42.9

24.6

26.6

29.4

26.6

18.1

22.8

14.8

8.9

3.1

4.3

42.1

39.2

42.1

21.7

29.3

30.2

25.9

17.4

23.0

17.5

10.1

4.5

6.1

0% 30% 60%

令和６年度（n=755）

令和５年度（n=786）

令和４年度（n=775）

全体・経年比較
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31 産業が活力を持つために御前崎市が力を入れるべき取組（性別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企業誘致の促進

特産品・製品の市外へのＰＲ

後継者の育成への支援

特産品・製品の販路開拓や
市場調査への支援

起業・新規就農に対する支援

イベントの開催

新たな特産品、新製品、新技術の開発支援

既存産業の設備投資などへの支援

地域資源の活用

事業者の意識改革

異なる業種との交流の促進

その他

無回答

56.8

38.3

39.7

31.3

29.3

25.8

31.6

22.9

19.7

18.6

10.1

4.6

2.3

0% 50% 100%

男性（n=345）

性 別

47.9

46.9

44.1

28.2

28.2

29.9

20.0

21.7

23.9

13.7

13.0

5.5

4.7

0% 50% 100%

女性（n=401）
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31 産業が活力を持つために御前崎市が力を入れるべき取組（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企業誘致の促進

特産品・製品の市外へのＰＲ

後継者の育成への支援

特産品・製品の販路開拓や
市場調査への支援

起業・新規就農に対する支援

イベントの開催

新たな特産品、新製品、新技術の開発支援

既存産業の設備投資などへの支援

地域資源の活用

事業者の意識改革

異なる業種との交流の促進

その他

無回答

33.8

36.9

27.7

13.8

23.1

40.0

16.9

21.5

26.2

12.3

16.9

6.2

1.5

0% 50% 100%

29歳以下（n=65）

年 齢 別

47.7

44.2

33.7

27.9

31.4

46.5

32.6

27.9

16.3

9.3

10.5

5.8

0.0

0% 50% 100%

30歳代（n=86）

48.0

35.0

39.0

29.0

21.0

33.0

14.0

24.0

20.0

16.0

12.0

5.0

3.0

0% 50% 100%

40歳代（n=100）
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31 産業が活力を持つために御前崎市が力を入れるべき取組（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産業が活力を持つために御前崎市が力を入れるべき取組においては、「企業誘致の促進」が52.1％

と最も多く、次いで「特産品・製品の市外へのＰＲ」が42.9％、「後継者の育成への支援」が41.9％

などとなっています。 

全体・経年比較でみると、「企業誘致の促進」が前回と比べて7.2ポイント多くなっています。 

年齢別でみると、“29歳以下”では「イベントの開催」が40.0％と最も多くなっています。 

 

企業誘致の促進

特産品・製品の市外へのＰＲ

後継者の育成への支援

特産品・製品の販路開拓や
市場調査への支援

起業・新規就農に対する支援

イベントの開催

新たな特産品、新製品、新技術の開発支援

既存産業の設備投資などへの支援

地域資源の活用

事業者の意識改革

異なる業種との交流の促進

その他

無回答

54.7

46.1

46.1

28.9

30.5

28.1

28.1

22.7

28.9

18.0

11.7

7.0

3.1

0% 50% 100%

50歳代（n=128）

58.8

45.8

42.9

35.0

32.8

28.2

27.1

24.3

23.2

17.5

14.7

5.6

2.8

0% 50% 100%

60歳代（n=177）

54.2

43.8

49.0

31.8

28.1

13.0

26.6

16.7

18.2

17.2

7.3

2.6

7.3

0% 50% 100%

70歳以上（n=192）

年 齢 別
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６．教育文化について 

32 教育力向上のための取組の認知度 

問27 あなたは、スクラムスクールやスクラムグッドマナー運動など、市内の園や

学校、家庭、産業界、各団体が連携して教育力の向上に取り組んでいること

をご存知ですか。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育力向上のための取組の認知度においては、「知っている」が19.6％、「少しは知っている」が

13.5％、「名前は聞いたことがある」が15.2％、「知らない」が50.3％となっています。 

年齢別でみると、“30歳代”、“40歳代”では「知っている」が最も多くなっています。 

 

 

令和６年度 （n=755）

令和５年度 （n=786）

令和４年度 （n=775）

男性 （n=345）

女性 （n=401）

29歳以下 （n= 65）

30歳代 （n= 86）

40歳代 （n=100）

50歳代 （n=128）

60歳代 （n=177）

70歳以上 （n=192）

19.6

24.4

22.1

13.5

12.3

12.0

15.2

15.9

16.5

50.3

46.2

48.6

1.3

1.1

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

16.8

22.2

13.6

13.0

15.1

15.7

53.3

47.9

1.2

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

27.7

36.0

42.0

20.3

9.6

7.3

13.8

10.5

13.0

14.8

11.9

14.6

23.1

16.3

11.0

14.1

10.7

19.3

35.4

36.0

33.0

50.0

65.0

58.3

1.2

1.0

0.8

2.8

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 少しは知っている 名前は聞いたことがある

知らない 無回答

全体・経年比較
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33 ウミガメ保護活動の取組の認知度 

問28 あなたは、ウミガメ保護活動の取組をどの程度ご存知ですか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウミガメ保護活動の取組の認知度においては、「よく知っている」が12.3％、「少しは知っている」

が56.7％、「あまり知らない」が23.0％、「まったく知らない」が6.6％となっています。 

令和６年度 （n=755）

令和５年度 （n=786）

令和４年度 （n=775）

男性 （n=345）

女性 （n=401）

29歳以下 （n= 65）

30歳代 （n= 86）

40歳代 （n=100）

50歳代 （n=128）

60歳代 （n=177）

70歳以上 （n=192）

12.3

15.0

15.5

56.7

55.6

54.1

23.0

23.2

23.2

6.6

5.5

6.8

1.3

0.8

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

13.6

11.2

51.3

61.6

25.2

20.9

8.4

5.2

1.4

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

15.4

14.0

17.0

8.6

10.2

12.5

53.8

55.8

54.0

57.8

57.1

58.9

20.0

18.6

21.0

27.3

25.4

21.9

10.8

10.5

7.0

5.5

5.1

5.7

1.2

1.0

0.8

2.3

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よく知っている 少しは知っている あまり知らない

まったく知らない 無回答

全体・経年比較
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34 自己を磨く努力の実践度 

問29 あなたは、学問・学習（文）、スポーツ（武）、文化・芸術（芸）のいずれか

の分野で、自己を磨く努力をしていますか。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自己を磨く努力の実践度においては、「まったくしていない」が29.4％と最も多く、次いで「少し

はしている」が28.5％、「あまりしていない」が26.2％などとなっています。 

性別でみると、“男性”では「少しはしている」が29.0％と最も多くなっています。 

年齢別でみると、“29歳以下”、“40歳代”では「少しはしている」が最も多くなっています。“70

歳以上”では「あまりしていない」が31.3％と最も多くなっています。 

 

 

 

令和６年度 （n=755）

令和５年度 （n=786）

令和４年度 （n=775）

男性 （n=345）

女性 （n=401）

29歳以下 （n= 65）

30歳代 （n= 86）

40歳代 （n=100）

50歳代 （n=128）

60歳代 （n=177）

70歳以上 （n=192）

7.3

8.1

7.6

28.5

30.2

27.4

26.2

25.6

25.8

29.4

27.2

32.0

7.5

7.8

6.5

1.1

1.1

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

9.3

5.2

29.0

28.4

25.8

26.4

27.2

31.4

7.8

7.5

0.9

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

13.8

9.3

5.0

8.6

7.9

3.6

44.6

22.1

36.0

25.8

25.4

27.1

21.5

19.8

22.0

26.6

27.1

31.3

9.2

36.0

31.0

32.0

29.9

30.7

10.8

12.8

5.0

6.3

7.3

6.8

1.0

0.8

2.3

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よくしている 少しはしている

あまりしていない まったくしていない

どちらともいえない・わからない 無回答

全体・経年比較
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35 この１年間の文化・芸術の鑑賞頻度 

問30 あなたは、この１年でどのくらい、文化・芸術を鑑賞しましたか。 

（市内外を問わない） （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この１年間の文化・芸術の鑑賞頻度においては、「過去３年間、鑑賞をしていない」が31.9％と最

も多く、次いで「年に数回」が30.1％、「年に１回くらい」が15.5％などとなっています。 

全体・経年比較でみると、「この１年は鑑賞をしていないが、過去３年以内に鑑賞をしたことがあ

る」が年々少なくなっています。 

性別でみると、“女性”では「年に数回」が32.4％と最も多くなっています。 

年齢別でみると、“29歳以下”、“30歳代”、“40歳代”、“50歳代”では「年に数回」が最も多くなっ

ています。 

令和６年度 （n=755）

令和５年度 （n=786）

令和４年度 （n=775）

男性 （n=345）

女性 （n=401）

29歳以下 （n= 65）

30歳代 （n= 86）

40歳代 （n=100）

50歳代 （n=128）

60歳代 （n=177）

70歳以上 （n=192）

9.9

8.3

8.9

30.1

30.3

21.8

15.5

14.6

11.4

11.0

12.5

18.2

31.9

33.0

38.3

1.6

1.4

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

10.1

9.7

27.2

32.4

13.6

17.5

11.6

10.5

36.2

28.2

1.2

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

13.8

17.4

12.0

9.4

6.8

6.8

46.2

31.4

36.0

35.9

27.7

19.3

15.4

15.1

18.0

14.1

16.9

14.6

9.2

15.1

8.0

10.2

11.3

12.0

15.4

19.8

25.0

29.7

35.6

44.8

1.2

1.0

0.8

1.7

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

月に１回以上

年に数回

年に１回くらい

この１年は鑑賞をしていないが、過去３年以内に鑑賞をしたことがある

過去３年間、鑑賞をしていない

無回答

全体・経年比較



52 

36 御前崎市立図書館サービスの満足度 

問31 あなたは、御前崎市立図書館サービスの充実にどの程度満足していますか。 

 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御前崎市立図書館サービスの満足度においては、「図書館を利用していない」が38.8％と最も多

く、次いで「どちらかといえば満足している」が27.0％、「満足している」が16.4％などとなってい

ます。 

年齢別でみると、“30歳代”では「満足している」が34.9％と最も多くなっています。 

 

令和６年度 （n=755）

令和５年度 （n=786）

令和４年度 （n=775）

男性 （n=345）

女性 （n=401）

29歳以下 （n= 65）

30歳代 （n= 86）

40歳代 （n=100）

50歳代 （n=128）

60歳代 （n=177）

70歳以上 （n=192）

16.4

18.3

17.5

27.0

29.4

28.4

2.5

2.8

2.1

1.7

0.9

1.4

12.3

10.8

9.5

38.8

37.2

40.4

1.2

0.6

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

14.5

18.0

23.8

30.4

2.3

2.5

2.3

1.2

11.9

12.5

43.8

34.7

1.4

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

23.1

34.9

28.0

11.7

10.7

8.3

23.1

26.7

29.0

30.5

27.1

26.0

3.1

2.3

1.0

2.3

1.1

4.2

1.5

2.3

2.0

1.6

1.7

1.6

9.2

5.8

7.0

12.5

12.4

18.2

40.0

27.9

32.0

40.6

45.2

40.1

1.0

0.8

1.7

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している どちらかといえば満足している

どちらかといえば満足していない 満足していない

どちらともいえない・わからない 図書館を利用していない

無回答

全体・経年比較
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７．地域づくり・行政経営管理について 

37 協働によるまちづくりへの取組の必要性 

問32 あなたは、住みやすいまちづくりのために「協働」による取組は必要だと思

いますか。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協働によるまちづくりへの取組の必要性においては、「必要だと思う」が51.7％と最も多く、次い

で「どちらかといえば必要だと思う」が27.4％、「どちらともいえない・わからない」が15.5％など

となっています。 

全体・経年比較でみると、「必要だと思う」が年々多くなっています。 

 

令和６年度 （n=755）

令和５年度 （n=786）

令和４年度 （n=775）

男性 （n=345）

女性 （n=401）

29歳以下 （n= 65）

30歳代 （n= 86）

40歳代 （n=100）

50歳代 （n=128）

60歳代 （n=177）

70歳以上 （n=192）

51.7

48.7

46.7

27.4

29.5

31.4

1.9

2.4

1.8

2.0

2.0

2.3

15.5

17.0

17.3

1.6

0.3

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

49.0

53.6

26.7

28.4

3.5

0.5

2.6

1.5

16.8

14.5

1.4

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

60.0

52.3

46.0

52.3

56.5

46.9

20.0

27.9

37.0

26.6

24.3

28.6

3.1

1.2

2.0

3.1

1.1

1.0

1.5

4.7

4.0

1.6

1.1

1.0

15.4

14.0

11.0

15.6

15.3

18.8

0.8

1.7

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

必要だと思う どちらかといえば必要だと思う

どちらかといえば不要だと思う 不要だと思う

どちらともいえない・わからない 無回答

全体・経年比較
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38 行政と市民の協働への取組の満足度 

問33 あなたは、行政と市民の協働への取組にどの程度満足していますか。 

 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行政と市民の協働への取組の満足度においては、「どちらともいえない・わからない」が57.5％と

最も多く、次いで「どちらかといえば満足している」が17.1％、「どちらかといえば満足していない」

が12.7％などとなっています。 

 

令和６年度 （n=755）

令和５年度 （n=786）

令和４年度 （n=775）

男性 （n=345）

女性 （n=401）

29歳以下 （n= 65）

30歳代 （n= 86）

40歳代 （n=100）

50歳代 （n=128）

60歳代 （n=177）

70歳以上 （n=192）

1.5

1.8

1.8

17.1

21.5

15.9

12.7

13.4

13.7

9.3

8.3

8.5

57.5

54.5

59.6

2.0

0.6

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

2.0

1.0

15.9

18.0

14.2

11.5

10.7

7.5

55.4

60.1

1.7

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4.6

3.5

2.3

0.6

0.5

10.8

12.8

30.0

15.6

14.7

17.7

13.8

10.5

10.0

14.8

13.0

12.5

4.6

8.1

13.0

9.4

10.2

8.3

66.2

65.1

47.0

57.0

59.9

55.7

0.8

1.7

5.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している どちらかといえば満足している

どちらかといえば満足していない 満足していない

どちらともいえない・わからない 無回答

全体・経年比較
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39 御前崎市での人権の尊重についての考え方 

問34 あなたは、御前崎市で人権が尊重されていると思いますか。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御前崎市での人権の尊重についての考え方においては、「どちらともいえない・わからない」が

36.0％と最も多く、次いで「どちらかといえばそう思う」が35.8％、「そう思う」が10.5％などとなっ

ています。 

性別でみると、“女性”では「どちらかといえばそう思う」が38.9％と最も多くなっています。 

年齢別でみると、“29歳以下”、“40歳代”、“50歳代”では「どちらかといえばそう思う」が最も多

くなっています。 

 

 

令和６年度 （n=755）

令和５年度 （n=786）

令和４年度 （n=775）

男性 （n=345）

女性 （n=401）

29歳以下 （n= 65）

30歳代 （n= 86）

40歳代 （n=100）

50歳代 （n=128）

60歳代 （n=177）

70歳以上 （n=192）

10.5

11.1

9.9

35.8

38.8

35.2

7.8

7.9

8.9

8.1

6.2

8.3

36.0

35.2

36.9

1.9

0.8

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

12.5

9.0

32.5

38.9

9.6

6.0

7.8

8.0

35.9

36.4

1.7

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

30.8

15.1

10.0

7.0

5.6

8.9

40.0

32.6

47.0

39.1

33.9

30.7

4.6

7.0

5.0

9.4

7.3

9.4

4.6

10.5

7.0

7.8

8.5

8.3

20.0

34.9

31.0

35.9

41.2

39.6

0.8

3.4

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそうは思わない そうは思わない

どちらともいえない・わからない 無回答

全体・経年比較
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40 参加している地域の行事や活動 

問35 あなたは、地域のどのような行事や活動に参加していますか。 

 （○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町内会などの活動

お祭りなど地域で行う文化に関する行事

避難訓練などの自主防災会や消防団の活動

清掃活動、自然保護などの環境保全活動

地区大会など地域で行うスポーツに
関する行事

子ども会などの活動

あいさつ運動などの青少年健全育成活動

地区センターの講座などの自己啓発活動

街頭啓発などの交通安全活動

夜間パトロールなどの防犯活動

その他

参加している行事はない

無回答

58.0

44.8

40.0

27.5

19.7

9.9

5.3

4.9

4.1

1.3

2.0

21.9

1.9

55.0

40.2

41.7

29.6

19.1

11.1

6.4

5.7

5.2

0.5

0.9

23.9

0.9

55.7

41.5

39.9

29.0

23.0

11.6

8.4

6.6

4.1

0.4

1.3

22.5

2.1

0% 30% 60%

令和６年度（n=755）

令和５年度（n=786）

令和４年度（n=775）

全体・経年比較
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40 参加している地域の行事や活動（性別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町内会などの活動

お祭りなど地域で行う文化に関する行事

避難訓練などの自主防災会や消防団の活動

清掃活動、自然保護などの環境保全活動

地区大会など地域で行うスポーツに
関する行事

子ども会などの活動

あいさつ運動などの青少年健全育成活動

地区センターの講座などの自己啓発活動

街頭啓発などの交通安全活動

夜間パトロールなどの防犯活動

その他

参加している行事はない

無回答

66.4

54.5

44.9

31.9

27.8

7.5

6.4

4.1

6.1

2.0

1.7

18.0

1.7

0% 50% 100%

男性（n=345）

性 別

51.4

36.7

36.4

24.2

13.0

12.2

4.5

5.5

2.5

0.7

2.0

24.9

1.7

0% 50% 100%

女性（n=401）
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40 参加している地域の行事や活動（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町内会などの活動

お祭りなど地域で行う文化に関する行事

避難訓練などの自主防災会や消防団の活動

清掃活動、自然保護などの環境保全活動

地区大会など地域で行うスポーツに
関する行事

子ども会などの活動

あいさつ運動などの青少年健全育成活動

地区センターの講座などの自己啓発活動

街頭啓発などの交通安全活動

夜間パトロールなどの防犯活動

その他

参加している行事はない

無回答

23.1

55.4

23.1

15.4

9.2

6.2

4.6

1.5

0.0

3.1

0.0

38.5

0.0

0% 50% 100%

29歳以下（n=65）

年 齢 別

50.0

58.1

25.6

17.4

27.9

34.9

4.7

4.7

0.0

2.3

1.2

23.3

0.0

0% 50% 100%

30歳代（n=86）

67.0

54.0

45.0

31.0

32.0

28.0

13.0

3.0

6.0

1.0

2.0

16.0

1.0

0% 50% 100%

40歳代（n=100）
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40 参加している地域の行事や活動（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加している地域の行事や活動においては、「町内会などの活動」が58.0％と最も多く、次いで「お

祭りなど地域で行う文化に関する行事」が44.8％、「避難訓練などの自主防災会や消防団の活動」が

40.0％などとなっています。 

年齢別でみると、“29歳以下”、“30歳代”では「お祭りなど地域で行う文化に関する行事」が最も

多くなっています。 

 

 

町内会などの活動

お祭りなど地域で行う文化に関する行事

避難訓練などの自主防災会や消防団の活動

清掃活動、自然保護などの環境保全活動

地区大会など地域で行うスポーツに
関する行事

子ども会などの活動

あいさつ運動などの青少年健全育成活動

地区センターの講座などの自己啓発活動

街頭啓発などの交通安全活動

夜間パトロールなどの防犯活動

その他

参加している行事はない

無回答

68.0

50.0

35.9

31.3

18.8

7.0

3.9

0.0

6.3

0.8

1.6

20.3

0.8

0% 50% 100%

50歳代（n=128）

66.7

42.4

49.7

30.5

13.0

1.7

6.2

6.2

6.2

1.7

1.7

22.0

1.7

0% 50% 100%

60歳代（n=177）

55.2

29.2

43.8

29.2

20.3

0.5

2.1

8.9

3.1

0.5

3.1

19.3

4.2

0% 50% 100%

70歳以上（n=192）

年 齢 別
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41 地域の絆や支え合いの仕組み形成についての考え方 

問36 あなたは、あなたのお住まいの地域は、地域の絆や支え合いの仕組みが形成

されていると思いますか。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の絆や支え合いの仕組み形成についての考え方においては、「どちらかといえばそう思う」が

38.8％と最も多く、次いで「どちらともいえない・わからない」が28.2％、「どちらかといえばそう

は思わない」が12.3％などとなっています。 

全体・経年比較でみると、「どちらかといえばそう思う」が前回と比べて6.2ポイント少なくなっ

ています。 

年齢別でみると、“29歳以下”では「どちらともいえない・わからない」が35.4％と最も多くなっ

ています。 

 

 

令和６年度 （n=755）

令和５年度 （n=786）

令和４年度 （n=775）

男性 （n=345）

女性 （n=401）

29歳以下 （n= 65）

30歳代 （n= 86）

40歳代 （n=100）

50歳代 （n=128）

60歳代 （n=177）

70歳以上 （n=192）

7.4

9.4

7.5

38.8

45.0

42.2

12.3

10.6

10.5

11.0

8.4

12.4

28.2

26.0

26.6

2.3

0.6

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

7.8

7.0

40.6

38.2

12.2

12.5

11.0

10.2

25.5

30.7

2.9

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

16.9

7.0

4.0

2.3

7.3

9.9

24.6

43.0

44.0

45.3

39.0

35.4

18.5

8.1

13.0

9.4

14.7

11.5

4.6

12.8

14.0

9.4

10.7

11.5

35.4

27.9

25.0

31.3

26.0

27.6

1.2

2.3

2.3

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそうは思わない そうは思わない

どちらともいえない・わからない 無回答

全体・経年比較
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42 ワーク・ライフ・バランスの実現度 

問37 あなたは、あなたの生活の中で、「ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活

の調和）」は実現していると感じますか。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワーク・ライフ・バランスの実現度においては、「どちらかといえば実現していると感じる」が

40.1％と最も多く、次いで「どちらともいえない・わからない」が18.7％、「どちらかといえば実現

していると感じない」が15.6％などとなっています。 

 

令和６年度 （n=755）

令和５年度 （n=786）

令和４年度 （n=775）

男性 （n=345）

女性 （n=401）

29歳以下 （n= 65）

30歳代 （n= 86）

40歳代 （n=100）

50歳代 （n=128）

60歳代 （n=177）

70歳以上 （n=192）

10.7

10.6

7.6

40.1

42.7

40.5

15.6

15.0

15.5

12.8

12.2

16.8

18.7

18.8

19.2

2.0

0.6

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

11.6

10.0

35.9

43.9

17.7

14.0

13.6

12.0

19.7

18.0

1.4

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

16.9

12.8

13.0

10.9

8.5

8.3

43.1

38.4

44.0

39.1

40.7

38.0

13.8

17.4

17.0

18.8

16.4

12.5

7.7

19.8

17.0

13.3

13.0

8.9

16.9

11.6

9.0

17.2

19.8

27.6

1.5

0.8

1.7

4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実現していると感じる

どちらかといえば実現していると感じる

どちらかといえば実現していると感じない

実現していると感じない

どちらともいえない・わからない

無回答

全体・経年比較
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43 男女の役割を固定的に考えることについての考え方 

問38 あなたは、「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」というような、男

女の役割を固定的に考えることについて、どのように思いますか。 

 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女の役割を固定的に考えることについての考え方においては、「反対である」が40.4％と最も多

く、次いで「どちらかといえば反対である」が27.5％、「どちらともいえない・わからない」が21.2％

などとなっています。 

年齢別でみると、“70歳以上”では「どちらかといえば反対である」が32.8％と最も多くなってい

ます。 

 

 

令和６年度 （n=755）

令和５年度 （n=786）

令和４年度 （n=775）

男性 （n=345）

女性 （n=401）

29歳以下 （n= 65）

30歳代 （n= 86）

40歳代 （n=100）

50歳代 （n=128）

60歳代 （n=177）

70歳以上 （n=192）

2.6

2.3

2.6

6.5

8.0

8.0

27.5

26.7

27.5

40.4

40.5

38.5

21.2

22.0

23.0

1.7

0.5

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

4.1

1.5

8.1

5.2

25.5

28.9

38.0

42.9

22.6

20.0

1.7

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

3.1

2.3

3.0

3.1

2.8

2.1

3.1

4.7

9.0

3.9

4.5

10.9

24.6

19.8

27.0

28.1

26.6

32.8

44.6

57.0

36.0

42.2

47.5

26.6

24.6

15.1

24.0

21.9

16.9

24.5

1.2

1.0

0.8

1.7

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

賛成である どちらかといえば賛成である

どちらかといえば反対である 反対である

どちらともいえない・わからない 無回答

全体・経年比較
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44 御前崎市で性別に関わりなく個性と能力を発揮する機会についての考え方 

問39 あなたは、職場や家庭、地域において、性別に関わらず平等に個性と能力を

発揮する機会が確保されていると思いますか。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御前崎市で性別に関わりなく個性と能力を発揮する機会についての考え方においては、「どちら

ともいえない・わからない」が26.1％と最も多く、次いで「そうは思わない」が24.0％、「どちらか

といえばそうは思わない」が21.3％などとなっています。 

年齢別でみると、“40歳代”、“60歳代”では「そうは思わない」が最も多くなっています。“50歳

代”では「どちらかといえばそうは思わない」が28.9％と最も多くなっています。 

 

令和６年度 （n=755）

令和５年度 （n=786）

令和４年度 （n=775）

男性 （n=345）

女性 （n=401）

29歳以下 （n= 65）

30歳代 （n= 86）

40歳代 （n=100）

50歳代 （n=128）

60歳代 （n=177）

70歳以上 （n=192）

6.1

5.7

6.3

20.8

23.8

22.2

21.3

22.0

18.3

24.0

22.6

26.5

26.1

25.6

25.7

1.7

0.3

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

6.7

5.7

19.4

21.9

22.9

20.2

24.9

22.9

24.9

27.2

1.2

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

15.4

8.1

8.0

2.3

5.6

4.2

24.6

22.1

21.0

18.0

20.3

21.4

24.6

19.8

22.0

28.9

16.9

19.8

13.8

23.3

29.0

25.0

31.1

17.7

21.5

26.7

20.0

25.0

24.3

32.8

0.8

1.7

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそうは思わない そうは思わない

どちらともいえない・わからない 無回答

全体・経年比較
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45 地域で暮らす外国人住民との共生の必要性 

問40 あなたは、あなたのお住まいの地域で暮らす外国人住民との共生の必要性を

感じますか。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域で暮らす外国人住民との共生の必要性においては、「どちらかといえば必要だと思う」が

34.4％と最も多く、次いで「どちらともいえない・わからない」が28.5％、「必要だと思う」が24.5％

などとなっています。 

年齢別でみると、“70歳以上”では「どちらともいえない・わからない」が35.4％と最も多くなっ

ています。 

 

 

令和６年度 （n=755）

令和５年度 （n=786）

令和４年度 （n=775）

男性 （n=345）

女性 （n=401）

29歳以下 （n= 65）

30歳代 （n= 86）

40歳代 （n=100）

50歳代 （n=128）

60歳代 （n=177）

70歳以上 （n=192）

24.5

24.4

25.0

34.4

37.9

35.2

5.8

3.8

4.4

5.2

3.7

4.3

28.5

29.5

30.3

1.6

0.6

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

27.0

22.7

34.8

34.2

6.1

5.2

6.4

4.2

24.6

31.9

1.2

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

21.5

30.2

24.0

21.1

28.8

21.9

35.4

34.9

41.0

38.3

32.8

30.2

7.7

3.5

3.0

10.9

4.0

5.2

6.2

5.8

8.0

3.9

5.6

3.6

29.2

25.6

24.0

25.0

27.1

35.4

0.8

1.7

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

必要だと思う どちらかといえば必要だと思う

どちらかといえば不要だと思う 不要だと思う

どちらともいえない・わからない 無回答

全体・経年比較
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46 御前崎市での若者の賑わいの増加についての考え方 

問41 あなたは、御前崎市で、若者の学びや交流・社会活動などによる賑わいが増

えていると思いますか。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御前崎市での若者の賑わいの増加についての考え方においては、「そうは思わない」が37.2％と最

も多く、次いで「どちらともいえない・わからない」が34.7％、「どちらかといえばそうは思わない」

が18.5％などとなっています。 

性別でみると、“女性”では「どちらともいえない・わからない」が35.9％と最も多くなっていま

す。 

年齢別でみると、“70歳以上”では「どちらともいえない・わからない」が41.1％と最も多くなっ

ています。 

 

令和６年度 （n=755）

令和５年度 （n=786）

令和４年度 （n=775）

男性 （n=345）

女性 （n=401）

29歳以下 （n= 65）

30歳代 （n= 86）

40歳代 （n=100）

50歳代 （n=128）

60歳代 （n=177）

70歳以上 （n=192）

1.2

1.3

1.7

6.9

6.2

6.1

18.5

20.2

19.1

37.2

31.9

36.0

34.7

39.8

36.6

1.5

0.5

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

1.4

1.0

5.5

8.0

17.7

19.7

40.9

33.9

33.3

35.9

1.2

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.5

3.5

1.0

1.6

0.6

0.5

9.2

5.8

12.0

4.7

6.2

6.3

18.5

16.3

28.0

23.4

13.0

17.2

40.0

38.4

33.0

39.1

42.4

31.8

30.8

36.0

26.0

30.5

36.2

41.1

0.8

1.7

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそうは思わない そうは思わない

どちらともいえない・わからない 無回答

全体・経年比較
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47 公共施設のあり方を検討する必要性 

問 42 あなたは、公共施設のあり方（量・配置・サービス・事業）を検討すること

は必要だと思いますか。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公共施設のあり方を検討する必要性においては、「必要だと思う」が51.4％と最も多く、次いで「ど

ちらかといえば必要だと思う」が26.8％、「どちらともいえない・わからない」が17.9％などとなっ

ています。 

全体・経年比較でみると、「必要だと思う」が前回と比べて8.5ポイント多くなっています。 

 

 

令和６年度 （n=755）

令和５年度 （n=786）

令和４年度 （n=775）

男性 （n=345）

女性 （n=401）

29歳以下 （n= 65）

30歳代 （n= 86）

40歳代 （n=100）

50歳代 （n=128）

60歳代 （n=177）

70歳以上 （n=192）

51.4

42.9

43.1

26.8

34.4

31.6

1.2

1.7

1.7

1.1

2.2

1.8

17.9

18.6

21.0

1.7

0.4

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

55.4

48.1

22.9

30.2

2.0

0.5

1.2

1.0

17.4

18.2

1.2

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

46.2

60.5

51.0

53.1

59.3

41.1

27.7

25.6

31.0

26.6

20.9

30.2

1.5

3.0

0.8

1.7

0.5

1.5

1.2

1.0

2.6

23.1

12.8

14.0

18.8

16.4

21.4

0.8

1.7

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

必要だと思う どちらかといえば必要だと思う

どちらかといえば必要だと思わない 必要だと思わない

どちらともいえない・わからない 無回答

全体・経年比較
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８．市政全般について 

48 御前崎市の住みよさについての考え方 

問43 あなたは、御前崎市は住みよいところだと思いますか。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御前崎市の住みよさについての考え方においては、「どちらかといえばそう思う」が49.4％と最も

多く、次いで「どちらかといえばそうは思わない」が17.5％、「そう思う」が12.5％などとなってい

ます。 

 

令和６年度 （n=755）

令和５年度 （n=786）

令和４年度 （n=775）

男性 （n=345）

女性 （n=401）

29歳以下 （n= 65）

30歳代 （n= 86）

40歳代 （n=100）

50歳代 （n=128）

60歳代 （n=177）

70歳以上 （n=192）

12.5

12.5

13.7

49.4

51.5

51.7

17.5

17.2

14.6

10.6

8.9

9.9

9.3

8.0

8.6

0.8

1.9

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

13.3

11.7

49.0

50.1

15.1

19.7

11.6

9.5

10.1

8.5

0.9

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

21.5

11.6

9.0

8.6

7.3

18.8

44.6

47.7

45.0

50.8

51.4

52.1

15.4

17.4

22.0

19.5

18.1

13.5

7.7

10.5

20.0

11.7

12.4

4.2

10.8

12.8

4.0

8.6

9.0

10.9

0.8

1.7

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそうは思わない そうは思わない

どちらともいえない・わからない 無回答

全体・経年比較
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49 御前崎市が住みよいところだと思う理由 

問43で「１ そう思う」「２ どちらかといえばそう思う」を選択した方にお伺いします。 

問44 あなたが、御前崎市は住みよいところだと思う理由はなんですか。 

 （○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

気候が温暖で、自然が豊かだから

生まれ育ったところだから

市民の人柄がよく、人付き合いを
しやすいから

農水産物が豊富で、豊かな食生活を
送れるから

公園や歩道などの住環境が整っているから

防災や治安の面で安心だから

公共施設が多く、レジャー、スポーツなど
に親しみやすいから

医療や福祉の質が高いから

産業が発達し、十分な雇用機会が
あるなど、雇用環境がよいから

交通網が発達しているから

教育や学習の機会や場が充実しているから

質の高い文化にふれる機会が多く、
文化活動も盛んであるから

その他

特に理由はない、なんとなく

無回答

73.4

58.5

41.3

29.3

12.0

9.4

7.3

5.8

2.1

1.7

1.7

1.3

1.1

2.4

0.0

79.3

53.7

35.4

33.2

14.3

16.1

6.0

8.5

2.2

1.8

4.0

0.2

0.8

3.6

0.2

75.0

56.2

41.2

31.6

16.0

12.6

8.9

10.3

1.2

1.2

3.7

0.6

1.0

3.7

1.0

0% 40% 80%

令和６年度（n=467）

令和５年度（n=503）

令和４年度（n=507）

全体・経年比較
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49 御前崎市が住みよいところだと思う理由（性別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

気候が温暖で、自然が豊かだから

生まれ育ったところだから

市民の人柄がよく、人付き合いを
しやすいから

農水産物が豊富で、豊かな食生活を
送れるから

公園や歩道などの住環境が整っているから

防災や治安の面で安心だから

公共施設が多く、レジャー、スポーツなど
に親しみやすいから

医療や福祉の質が高いから

産業が発達し、十分な雇用機会が
あるなど、雇用環境がよいから

交通網が発達しているから

教育や学習の機会や場が充実しているから

質の高い文化にふれる機会が多く、
文化活動も盛んであるから

その他

特に理由はない、なんとなく

無回答

70.2

66.5

42.3

24.7

10.2

7.4

8.4

3.3

3.3

2.3

1.9

1.9

0.5

1.9

0.0

0% 50% 100%

男性（n=215）

性 別

77.0

51.2

40.7

33.5

13.7

10.9

6.0

8.1

1.2

1.2

1.6

0.8

1.6

2.8

0.0

0% 50% 100%

女性（n=248）
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49 御前崎市が住みよいところだと思う理由（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

気候が温暖で、自然が豊かだから

生まれ育ったところだから

市民の人柄がよく、人付き合いを
しやすいから

農水産物が豊富で、豊かな食生活を
送れるから

公園や歩道などの住環境が整っているから

防災や治安の面で安心だから

公共施設が多く、レジャー、スポーツなど
に親しみやすいから

医療や福祉の質が高いから

産業が発達し、十分な雇用機会が
あるなど、雇用環境がよいから

交通網が発達しているから

教育や学習の機会や場が充実しているから

質の高い文化にふれる機会が多く、
文化活動も盛んであるから

その他

特に理由はない、なんとなく

無回答

51.2

74.4

30.2

4.7

9.3

9.3

7.0

2.3

4.7

2.3

9.3

2.3

0.0

2.3

0.0

0% 50% 100%

29歳以下（n=43）

年 齢 別

58.8

60.8

27.5

15.7

19.6

7.8

13.7

9.8

7.8

3.9

2.0

2.0

0.0

3.9

0.0

0% 50% 100%

30歳代（n=51）

72.2

59.3

48.1

20.4

14.8

5.6

9.3

7.4

1.9

0.0

1.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 50% 100%

40歳代（n=54）
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49 御前崎市が住みよいところだと思う理由（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御前崎市が住みよいところだと思う理由においては、「気候が温暖で、自然が豊かだから」が

73.4％と最も多く、次いで「生まれ育ったところだから」が58.5％、「市民の人柄がよく、人付き合

いをしやすいから」が41.3％などとなっています。 

全体・経年比較でみると、「防災や治安の面で安心だから」が前回と比べて6.7ポイント少なくなっ

ています。 

年齢別でみると、“29歳以下”、“30歳代”では「生まれ育ったところだから」が最も多くなってい

ます。 

 

気候が温暖で、自然が豊かだから

生まれ育ったところだから

市民の人柄がよく、人付き合いを
しやすいから

農水産物が豊富で、豊かな食生活を
送れるから

公園や歩道などの住環境が整っているから

防災や治安の面で安心だから

公共施設が多く、レジャー、スポーツなど
に親しみやすいから

医療や福祉の質が高いから

産業が発達し、十分な雇用機会が
あるなど、雇用環境がよいから

交通網が発達しているから

教育や学習の機会や場が充実しているから

質の高い文化にふれる機会が多く、
文化活動も盛んであるから

その他

特に理由はない、なんとなく

無回答

81.6

51.3

43.4

27.6

14.5

10.5

9.2

0.0

1.3

1.3

2.6

1.3

2.6

5.3

0.0

0% 50% 100%

50歳代（n=76）

69.2

51.0

41.3

33.7

10.6

6.7

1.0

1.9

1.0

0.0

0.0

0.0

1.0

2.9

0.0

0% 50% 100%

60歳代（n=104）

86.0

61.8

46.3

43.4

8.8

12.5

7.4

11.0

0.7

2.9

0.0

2.2

1.5

0.7

0.0

0% 50% 100%

70歳以上（n=136）

年 齢 別
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50 御前崎市に住み続ける意向 

問45 あなたは、今後も御前崎市に住み続けたいですか。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御前崎市に住み続ける意向においては、「今後も住みたい」が43.7％と最も多く、次いで「当分住

み続けたい」が22.0％、「どちらともいえない・わからない」が21.5％などとなっています。 

年齢別でみると、“40歳代”では「当分住み続けたい」が31.0％と最も多くなっています。 

 

 

令和６年度 （n=755）

令和５年度 （n=786）

令和４年度 （n=775）

男性 （n=345）

女性 （n=401）

29歳以下 （n= 65）

30歳代 （n= 86）

40歳代 （n=100）

50歳代 （n=128）

60歳代 （n=177）

70歳以上 （n=192）

43.7

40.8

45.3

22.0

24.0

23.5

6.8

8.5

7.9

0.9

0.9

1.0

21.5

19.2

17.2

5.2

6.5

5.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

46.7

41.6

20.0

23.9

7.5

6.0

0.9

1.0

19.7

22.7

5.2

4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

27.7

37.2

30.0

33.6

48.0

62.5

15.4

24.4

31.0

29.7

22.6

13.0

27.7

11.6

7.0

5.5

2.8

2.1

6.2

1.0

1.1

21.5

23.3

28.0

24.2

19.8

16.7

1.5

3.5

3.0

7.0

5.6

5.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今後も住みたい 当分住み続けたい

将来引っ越すつもり 近々引っ越すつもり

どちらともいえない・わからない 無回答

全体・経年比較
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51 シティプロモーション推進の認知度 

問46 あなたは、御前崎市が市民、企業・団体、行政が協力し「シティプロモーショ

ン」を推進していることをご存知ですか。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シティプロモーション推進の認知度においては、「知っている」が4.8％、「少しは知っている」が

12.8％、「知らないがブランドロゴは見たことがある」が17.2％、「まったく知らない」が63.0％と

なっています。 

 

 

令和６年度 （n=755）

令和５年度 （n=786）

令和４年度 （n=775）

男性 （n=345）

女性 （n=401）

29歳以下 （n= 65）

30歳代 （n= 86）

40歳代 （n=100）

50歳代 （n=128）

60歳代 （n=177）

70歳以上 （n=192）

4.8

5.3

5.4

12.8

13.4

12.9

17.2

17.9

21.3

63.0

61.8

59.4

2.1

1.5

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

6.4

3.5

11.6

14.2

13.9

20.0

66.1

60.6

2.0

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

7.7

7.0

6.0

7.0

2.3

2.6

7.7

20.9

12.0

10.9

14.1

12.0

20.0

23.3

20.0

22.7

12.4

13.0

64.6

48.8

60.0

58.6

67.8

69.8

2.0

0.8

3.4

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている

少しは知っている

知らないがブランドロゴは見たことがある

まったく知らない

無回答

全体・経年比較
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52 市政への関心度 

問47 あなたは、市政にどの程度関心がありますか。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市政への関心度においては、「どちらかといえば関心がある」が42.6％と最も多く、次いで「どち

らかといえば関心がない」が17.4％、「どちらともいえない・わからない」が16.3％などとなってい

ます。 

全体・経年比較でみると、「関心がある」が前回と比べて5.2ポイント多くなっています。 

 

 

令和６年度 （n=755）

令和５年度 （n=786）

令和４年度 （n=775）

男性 （n=345）

女性 （n=401）

29歳以下 （n= 65）

30歳代 （n= 86）

40歳代 （n=100）

50歳代 （n=128）

60歳代 （n=177）

70歳以上 （n=192）

14.6

9.4

11.6

42.6

41.0

39.6

17.4

22.3

20.3

7.5

6.4

9.9

16.3

18.6

16.9

1.6

2.4

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

18.8

11.2

41.7

43.4

16.2

18.7

8.4

6.5

12.8

19.2

2.0

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4.6

20.9

14.0

16.4

14.1

15.1

36.9

38.4

44.0

42.2

44.1

44.3

16.9

18.6

18.0

17.2

20.3

14.6

18.5

12.8

9.0

3.9

6.8

3.6

23.1

9.3

13.0

18.8

13.0

20.3

2.0

1.6

1.7

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

関心がある どちらかといえば関心がある

どちらかといえば関心がない 関心がない

どちらともいえない・わからない 無回答

全体・経年比較
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53 市政に関心がある理由 

問47で「１ 関心がある」「２ どちらかといえば関心がある」を選択した方にお伺いします。 

問48 あなたが、市政に関心がある理由はなんですか。 （○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分の生活に関係があるから

御前崎市に愛着があるから

国や県行政も含め政治や行政に
関心があるから

御前崎市に取り組んでほしいことが
あるから

御前崎市が現在取り組んでいることに
不満があるから

新聞やテレビなどで市政について
よく見聞きするから

その他

無回答

85.2

41.0

25.5

21.1

14.1

9.7

2.5

0.2

85.4

43.2

24.2

22.0

10.1

9.6

0.3

0.0

79.3

42.1

27.0

22.4

14.1

13.9

2.5

0.3

0% 30% 60% 90%

令和６年度（n=432）

令和５年度（n=396）

令和４年度（n=397）

全体・経年比較

自分の生活に関係があるから

御前崎市に愛着があるから

国や県行政も含め政治や行政に
関心があるから

御前崎市に取り組んでほしいことが
あるから

御前崎市が現在取り組んでいることに
不満があるから

新聞やテレビなどで市政について
よく見聞きするから

その他

無回答

80.9

45.5

28.7

24.4

17.7

9.6

1.9

0.0

0% 50% 100%

男性（n=209）

性 別

89.5

37.0

22.4

17.8

11.0

10.0

3.2

0.0

0% 50% 100%

女性（n=219）
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53 市政に関心がある理由（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市政に関心がある理由においては、「自分の生活に関係があるから」が85.2％と最も多く、次いで

「御前崎市に愛着があるから」が41.0％、「国や県行政も含め政治や行政に関心があるから」が

25.5％などとなっています。 

自分の生活に関係があるから

御前崎市に愛着があるから

国や県行政も含め政治や行政に
関心があるから

御前崎市に取り組んでほしいことが
あるから

御前崎市が現在取り組んでいることに
不満があるから

新聞やテレビなどで市政について
よく見聞きするから

その他

無回答

74.1

29.6

18.5

11.1

11.1

14.8

3.7

0.0

0% 50% 100%

29歳以下（n=27）

年 齢 別

86.3

31.4

19.6

19.6

13.7

3.9

2.0

0.0

0% 50% 100%

30歳代（n=51）

91.4

29.3

19.0

17.2

8.6

8.6

0.0

0.0

0% 50% 100%

40歳代（n=58）

自分の生活に関係があるから

御前崎市に愛着があるから

国や県行政も含め政治や行政に
関心があるから

御前崎市に取り組んでほしいことが
あるから

御前崎市が現在取り組んでいることに
不満があるから

新聞やテレビなどで市政について
よく見聞きするから

その他

無回答

85.3

41.3

26.7

28.0

17.3

8.0

4.0

0.0

0% 50% 100%

50歳代（n=75）

86.4

49.5

24.3

21.4

15.5

9.7

2.9

1.0

0% 50% 100%

60歳代（n=103）

82.5

46.5

33.3

20.2

14.9

13.2

2.6

0.0

0% 50% 100%

70歳以上（n=114）

年 齢 別
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54 市政に関心がない理由 

問47で「３ どちらかといえば関心がない」「４ 関心がない」を選択した方にお伺いします。 

問49 あなたが、市政に関心がない理由はなんですか。 （○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市政はわかりにくいから

自分の生活にあまり関係がないから

自分の意見を出しても反映されないから

国や県行政も含め政治や行政には
関心がないから

忙しいから

御前崎市に愛着がないから

御前崎市の仕事を信頼しているから

その他

無回答

45.2

33.5

25.5

23.4

17.6

16.0

5.9

5.9

1.1

47.1

35.6

21.3

22.2

14.7

12.0

9.8

2.7

2.7

37.2

30.8

25.6

23.1

16.7

13.2

6.4

5.6

3.0

0% 25% 50%

令和６年度（n=188）

令和５年度（n=225）

令和４年度（n=234）

全体・経年比較

市政はわかりにくいから

自分の生活にあまり関係がないから

自分の意見を出しても反映されないから

国や県行政も含め政治や行政には
関心がないから

忙しいから

御前崎市に愛着がないから

御前崎市の仕事を信頼しているから

その他

無回答

36.5

35.3

25.9

25.9

16.5

12.9

7.1

8.2

1.2

0% 50% 100%

男性（n=85）

性 別

53.5

32.7

24.8

20.8

18.8

17.8

5.0

3.0

1.0

0% 50% 100%

女性（n=101）
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54 市政に関心がない理由（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

市政に関心がない理由においては、「市政はわかりにくいから」が45.2％と最も多く、次いで「自

分の生活にあまり関係がないから」が33.5％、「自分の意見を出しても反映されないから」が25.5％

などとなっています。 

年齢別でみると、“30歳代”、“40歳代”では「自分の意見を出しても反映されないから」が最も多

くなっています。 

市政はわかりにくいから

自分の生活にあまり関係がないから

自分の意見を出しても反映されないから

国や県行政も含め政治や行政には
関心がないから

忙しいから

御前崎市に愛着がないから

御前崎市の仕事を信頼しているから

その他

無回答

56.5

21.7

21.7

30.4

34.8

13.0

4.3

0.0

0.0

0% 50% 100%

29歳以下（n=23）

年 齢 別

37.0

22.2

40.7

37.0

18.5

18.5

3.7

0.0

3.7

0% 50% 100%

30歳代（n=27）

29.6

18.5

33.3

11.1

11.1

22.2

0.0

18.5

0.0

0% 50% 100%

40歳代（n=27）

市政はわかりにくいから

自分の生活にあまり関係がないから

自分の意見を出しても反映されないから

国や県行政も含め政治や行政には
関心がないから

忙しいから

御前崎市に愛着がないから

御前崎市の仕事を信頼しているから

その他

無回答

51.9

48.1

29.6

18.5

22.2

14.8

0.0

3.7

0.0

0% 50% 100%

50歳代（n=27）

41.7

41.7

25.0

25.0

12.5

16.7

8.3

8.3

0.0

0% 50% 100%

60歳代（n=48）

57.1

40.0

8.6

20.0

14.3

11.4

14.3

0.0

2.9

0% 50% 100%

70歳以上（n=35）

年 齢 別
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55 市役所の仕事の満足度 

問50 あなたは、市役所の仕事に対してどの程度満足していますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市役所の仕事の満足度においては、「どちらかといえば満足している」が35.2％と最も多く、次い

で「どちらともいえない・わからない」が33.2％、「どちらかといえば満足していない」が15.5％な

どとなっています。 

全体・経年比較でみると、「どちらかといえば満足している」が前回と比べて6.8ポイント少なく

なっています。 

性別でみると、“女性”では「どちらともいえない・わからない」が36.4％と最も多くなっていま

す。 

年齢別でみると、“50歳代”では「どちらともいえない・わからない」が35.2％と最も多くなって

います。 

 

令和６年度 （n=755）

令和５年度 （n=786）

令和４年度 （n=775）

男性 （n=345）

女性 （n=401）

29歳以下 （n= 65）

30歳代 （n= 86）

40歳代 （n=100）

50歳代 （n=128）

60歳代 （n=177）

70歳以上 （n=192）

4.5

4.3

5.2

35.2

42.0

34.2

15.5

14.4

16.6

8.9

8.1

9.9

33.2

27.7

31.0

2.6

3.4

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

6.1

3.2

36.2

35.2

15.9

15.0

9.3

8.2

29.6

36.4

2.9

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

9.2

4.7

3.0

3.9

3.4

5.2

36.9

32.6

39.0

28.9

36.7

37.5

12.3

20.9

10.0

18.0

15.8

15.1

6.2

8.1

17.0

10.9

9.0

4.2

35.4

32.6

29.0

35.2

32.8

34.4

1.2

2.0

3.1

2.3

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している どちらかといえば満足している

どちらかといえば満足していない 満足していない

どちらともいえない・わからない 無回答

全体・経年比較
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56 満足していない内容を市に伝えた経験 

問50で「３ どちらかといえば満足していない」「４ 満足していない」を選択した方にお伺いします。 

問51 あなたは、満足していない内容を市に伝えたことがありますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

満足していない内容を市に伝えた経験においては、「伝えたことがある」が28.8％、「伝えなかっ

た」が69.0％となっています。 

 

 

 

令和６年度 （n=184）

令和５年度 （n=177）

令和４年度 （n=206）

男性 （n=87）

女性 （n=93）

29歳以下 （n= 12）

30歳代 （n= 25）

40歳代 （n= 27）

50歳代 （n= 37）

60歳代 （n= 44）

70歳以上 （n= 37）

28.8

30.5

31.1

69.0

68.9

67.0

2.2

0.6

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

34.5

22.6

63.2

75.3

2.3

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

25.0

16.0

37.0

24.3

31.8

29.7

75.0

84.0

63.0

73.0

65.9

64.9

2.7

2.3

5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

伝えたことがある 伝えなかった 無回答

全体・経年比較
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57 満足していない内容を市に伝えた手段 

問51で「１ 伝えたことがある」を選択した方にお伺いします。 

問52 あなたは、どのような手段で伝えましたか。 （○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

直接職員に伝えた（市役所や市の出先機関
の窓口に出向く、職員の訪問時など）

電話をかけて伝えた

手紙、電子メール、ファクシミリで伝えた

町内会などを通じて伝えた

市ホームページから投稿して伝えた

パブリックコメント制度への意見提出を
通じて伝えた

その他

無回答

79.2

39.6

13.2

11.3

3.8

1.9

3.8

0.0

55.6

33.3

11.1

38.9

5.6

0.0

3.7

0.0

70.3

37.5

4.7

17.2

4.7

3.1

6.3

1.6

0% 40% 80%

令和６年度（n=53）

令和５年度（n=54）

令和４年度（n=64）

全体・経年比較

直接職員に伝えた（市役所や市の出先機関
の窓口に出向く、職員の訪問時など）

電話をかけて伝えた

手紙、電子メール、ファクシミリで伝えた

町内会などを通じて伝えた

市ホームページから投稿して伝えた

パブリックコメント制度への意見提出を
通じて伝えた

その他

無回答

76.7

36.7

13.3

16.7

6.7

3.3

0.0

0.0

0% 50% 100%

男性（n=30）

性 別

81.0

42.9

9.5

4.8

0.0

0.0

9.5

0.0

0% 50% 100%

女性（n=21）
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57 満足していない内容を市に伝えた手段（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

満足していない内容を市に伝えた手段においては、「直接職員に伝えた（市役所や市の出先機関の

窓口に出向く、職員の訪問時など）」が79.2％と最も多く、次いで「電話をかけて伝えた」が39.6％、

「手紙、電子メール、ファクシミリで伝えた」が13.2％などとなっています。 

全体・経年比較でみると、「町内会などを通じて伝えた」が前回と比べて27.6ポイント少なくなっ

ています。 

直接職員に伝えた（市役所や市の出先機関
の窓口に出向く、職員の訪問時など）

電話をかけて伝えた

手紙、電子メール、ファクシミリで伝えた

町内会などを通じて伝えた

市ホームページから投稿して伝えた

パブリックコメント制度への意見提出を
通じて伝えた

その他

無回答

66.7

0.0

33.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 50% 100%

29歳以下（n=3）

年 齢 別

75.0

25.0

0.0

0.0

0.0

0.0

25.0

0.0

0% 50% 100%

30歳代（n=4）

70.0

60.0

20.0

0.0

10.0

10.0

0.0

0.0

0% 50% 100%

40歳代（n=10）

直接職員に伝えた（市役所や市の出先機関
の窓口に出向く、職員の訪問時など）

電話をかけて伝えた

手紙、電子メール、ファクシミリで伝えた

町内会などを通じて伝えた

市ホームページから投稿して伝えた

パブリックコメント制度への意見提出を
通じて伝えた

その他

無回答

88.9

44.4

11.1

11.1

11.1

0.0

0.0

0.0

0% 50% 100%

50歳代（n=9）

92.9

42.9

0.0

7.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 50% 100%

60歳代（n=14）

63.6

27.3

18.2

36.4

0.0

0.0

9.1

0.0

0% 50% 100%

70歳以上（n=11）

年 齢 別
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58 満足していない内容を市に伝えなかった理由 

問51で「２ 伝えなかった」を選択した方にお伺いします。 

問53 あなたが、意見や要望、不満があっても、市に伝えなかった主な理由はなん

ですか。あなたのお考えに一番近いものを選んでください。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伝えても無駄だと思ったから

役所に意見を言いにくいイメージ
（堅苦しい、怖いなど）があるから

伝える方法を知らなかったから

めんどうだったから

忙しかったから

その他

なんとなく、特に理由はない

無回答

44.1

19.7

11.8

10.2

1.6

2.4

10.2

0.0

50.8

18.9

9.8

8.2

2.5

3.3

6.6

0.0

48.6

21.7

8.7

13.0

1.4

2.2

4.3

0.0

0% 30% 60%

令和６年度（n=127）

令和５年度（n=122）

令和４年度（n=138）

全体・経年比較

伝えても無駄だと思ったから

役所に意見を言いにくいイメージ
（堅苦しい、怖いなど）があるから

伝える方法を知らなかったから

めんどうだったから

忙しかったから

その他

なんとなく、特に理由はない

無回答

47.3

9.1

12.7

14.5

1.8

1.8

12.7

0.0

0% 50% 100%

男性（n=55）

性 別

40.0

28.6

11.4

7.1

1.4

2.9

8.6

0.0

0% 50% 100%

女性（n=70）
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58 満足していない内容を市に伝えなかった理由（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

満足していない内容を市に伝えなかった理由においては、「伝えても無駄だと思ったから」が

44.1％と最も多く、次いで「役所に意見を言いにくいイメージ（堅苦しい、怖いなど）があるから」

が19.7％、「伝える方法を知らなかったから」が11.8％などとなっています。 

全体・経年比較でみると、「伝えても無駄だと思ったから」が前回と比べて6.7ポイント少なくなっ

ています。 

年齢別でみると、“30歳代”では「役所に意見を言いにくいイメージ（堅苦しい、怖いなど）があ

るから」が42.9％と最も多くなっています。 

伝えても無駄だと思ったから

役所に意見を言いにくいイメージ
（堅苦しい、怖いなど）があるから

伝える方法を知らなかったから

めんどうだったから

忙しかったから

その他

なんとなく、特に理由はない

無回答

11.1

55.6

11.1

0.0

0.0

0.0

22.2

0.0

0% 50% 100%

29歳以下（n=9）

年 齢 別

38.1

42.9

9.5

4.8

0.0

0.0

4.8

0.0

0% 50% 100%

30歳代（n=21）

23.5

5.9

23.5

23.5

5.9

5.9

11.8

0.0

0% 50% 100%

40歳代（n=17）

伝えても無駄だと思ったから

役所に意見を言いにくいイメージ
（堅苦しい、怖いなど）があるから

伝える方法を知らなかったから

めんどうだったから

忙しかったから

その他

なんとなく、特に理由はない

無回答

59.3

14.8

3.7

14.8

0.0

0.0

7.4

0.0

0% 50% 100%

50歳代（n=27）

55.2

3.4

20.7

10.3

0.0

3.4

6.9

0.0

0% 50% 100%

60歳代（n=29）

45.8

20.8

4.2

4.2

4.2

4.2

16.7

0.0

0% 50% 100%

70歳以上（n=24）

年 齢 別
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59 この１年間の広報おまえざきを読んだ頻度 

問54 あなたは、この１年間で、「広報おまえざき」を読んだり、見たりしたこと

がありますか。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この１年間の広報おまえざきを読んだ頻度においては、「よく読んでいる」が41.2％、「時々読ん

でいる」が37.9％、「知っているが、ほとんど読んでいない」が15.9％、「知らない」が3.2％となっ

ています。 

性別でみると、“男性”では「時々読んでいる」が37.4％と最も多くなっています。 

年齢別でみると、“29歳以下”では「知っているが、ほとんど読んでいない」が40.0％と最も多く

なっています。“40歳代”、“50歳代”では「時々読んでいる」が最も多くなっています。 

 

令和６年度 （n=755）

令和５年度 （n=786）

令和４年度 （n=775）

男性 （n=345）

女性 （n=401）

29歳以下 （n= 65）

30歳代 （n= 86）

40歳代 （n=100）

50歳代 （n=128）

60歳代 （n=177）

70歳以上 （n=192）

41.2

40.6

40.3

37.9

37.2

36.5

15.9

16.8

18.2

3.2

3.4

2.7

1.9

2.0

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

37.1

44.9

37.4

38.2

18.3

14.2

4.9

1.7

2.3

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

16.9

43.0

36.0

39.1

47.5

47.9

27.7

30.2

40.0

41.4

39.0

39.6

40.0

20.9

17.0

16.4

10.7

9.9

13.8

5.8

6.0

1.6

1.1

1.5

1.0

1.6

1.7

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よく読んでいる 時々読んでいる

知っているが、ほとんど読んでいない 知らない

無回答

全体・経年比較
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60 広報おまえざきの中での情報の入手程度 

問 54 で「１ よく読んでいる」「２ 時々読んでいる」を選択した方にお伺いします。 

問55 「広報おまえざき」の中で、あなたが必要とする情報はどの程度入手できま

したか。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広報おまえざきの中での情報の入手程度においては、「ある程度入手できた」が54.1％と最も多

く、次いで「どちらともいえない・わからない」が18.4％、「あまり入手できなかった」が14.4％な

どとなっています。 

全体・経年比較でみると、「ある程度入手できた」が前回と比べて5.3ポイント少なくなっていま

す。 

 

 

令和６年度 （n=597）

令和５年度 （n=611）

令和４年度 （n=595）

男性 （n=257）

女性 （n=333）

29歳以下 （n= 29）

30歳代 （n= 63）

40歳代 （n= 76）

50歳代 （n=103）

60歳代 （n=153）

70歳以上 （n=168）

10.4

9.0

7.2

54.1

59.4

58.2

14.4

13.6

14.3

2.5

1.5

2.4

18.4

15.7

17.1

0.2

0.8

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

11.3

9.9

54.1

54.1

17.1

12.3

3.1

1.8

14.4

21.6 0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10.3

9.5

14.5

10.7

10.5

8.9

55.2

49.2

50.0

55.3

52.3

57.7

10.3

15.9

15.8

17.5

11.8

14.9

3.2

6.6

1.0

2.0

1.8

24.1

22.2

13.2

15.5

23.5

16.1 0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

入手できた ある程度入手できた

あまり入手できなかった 入手できなかった

どちらともいえない・わからない 無回答

全体・経年比較



 



◎自由意見
・自由回答欄にいただいたご意見を12個の分野に分けて掲載しています。
・複数の分野にまたがる意見は（再掲）という形で該当する全分野に掲載するようにしています。
 ※個人が特定できる内容や誹謗中傷等は削除しております。

 ①くらし環境
街灯をもっとふやしてほしい。夜１人で歩くと怖い場所があったりする。学生などが夜帰宅する時にキケン。
子供も大人も安心して暮らせる市であればと思います。
津波対策をお願いします。
少子化対策とはいえ、財政が逼迫している中、給食費無償、子どもの医療費無償は、再考していただきたい。払え
ない人だけ補助すればよい、無駄な受診、薬局がわりの受診を減らすため、回数制限をするなど負担金を徴収す
る。
環境保全センターへ持込まれる不⽤品の中に必要な人には宝物が有ると聞くが、フリーマーケットのような市⺠に
格安に再利⽤できないか。職員が持ち帰っているとか。
問44で書きましたが、バイオ発電の悪臭で特に夏は南側の⼾や窓をしめるので使わなくても良いエアコンを使⽤し
なければならない。臭いを消す方法を考えてほしい。

栗の原霊園はこれ以上大きくしないで下さい。理由は墓じまいをする人が多いし、若者は墓を建てないから時代に
応じて広げないように。御前崎の若者、20才〜30才位の独⾝男⼥のイベントを年に何回か出会う機会を作って、
御前崎市⺠を増し、定住する人達を確保すれば若者の⼒で御前崎市ももっと発展して⾏くと思います。

旧浜岡と旧御前崎の差がある。子供をもっと産めるような環境にしてほしい。
朝焼けの散歩をしています。海⻲監視委員の軽トラックに出会いますが５，６⽉は大変ですね。⾼齢の方もいらっ
しゃいます（若い方にも参加を）。海岸に打ち寄せられたゴミを拾ったり、集めたりしています。海岸をいつまで
も美しく保っていくためにも市⺠の参加が必要ですね。
市内の道路の環境が悪い（草・ゴミ）。Ｒ150号線、市役所前の東⻄の通りは特に草ボーボーです。道路に花を置
くより、草の刈り入れが⾏き届いた道路の方が気持ちいい。
朝・昼・夕の放送やチャイム、音楽はいらないです

各家庭に配布される⽤紙が多いと思います。全員が全てに目を通しているだろうか。主な事などは、カレンダー式
でも良いのでは。結局、配布されても、ごみになると思います。そういう所もエコが必要かと思います。

葬儀の手続きをする課を早く作ってほしい。この問題は何年も前からお願いしていますがなかなか実現できないよ
うです
2050カーボンニュートラルを達成するために、画期的な新エネルギーが開発されるまでは、原子⼒発電は重要な
ゼロカーボンエネルギーの一つです。御前崎市と地球の未来を考えた市政をお願いします。
現在、防災活動等、町内会を基準として活動が⾏われていますが、70才以上、一人暮しの人も多くなり、町内会へ
の参加も難しくなっている人が、私の周りでも多くなってきました。もう一度、町内会のあり方、及び町内会不参
加の人達も含めた防災のあり方を考えていただきたいと思います。
介護保険、市住⺠税が⾼すぎる
子供達が安心、安全に過ごせる街づくりをして⾏って下さい。マリンパークの遊具をもう少し増やして欲しいで
す。草が生えすぎていたり⾏事開催前にキレイにするのではなく定期的に⾏ってほしいし、キレイに保ってほしい
と思いました。
ハラスメント防止条例の施⾏（やる気のある市役所職員を守る）。ゴミ、ポイ捨て防止条例の施⾏（観光地として
恥ずかしくない町にする）。
道路・歩道に草が伸びすぎ。
障がい者⽤の駐車スペースに関係の無い車をとめる人に対しての対策を。常識的なマナーを守らない人への対策
を。

【該当分野の分け】
①くらし環境 ②都市基盤 ③健康福祉 ④経済産業 ⑤教育文化 ⑥経営管理 ⑦公共交通 ⑧旧町単位の格差 ⑨⾏政・議会
⑩原子⼒⑪消防団 ⑫その他



市が財政破綻直前だと聞きました。市⺠の社会保障はおいて、とにかく市財政健全化に徹してください。御前崎市
を終わらせないでください。大学で防災を学んでいる者です。財政安定後に防災対策をお願いします。2035年に
南海トラフ地震がくるという説があります（時間予測モデル）。
若い世代が減少していることに不安を感じます。畑や山が荒れてきています。道路の脇の草木が伸びすぎていま
す。農地があっても転⽤するまでに時間がかかり、若い人達が他の地域に家を建ててしまいます。
⽩地、⻘地（⼟地）の利⽤について。以前⻘地に家を建てようと思ったが壁が⾼くて断念。時々、なぜここに家を
建てられるか疑問に思う事もある。これって不公平。農業委員会はコネで動く。
御前崎市に若い世帯が増えるようにもっと宅地を増やしてほしい（比木地区）。若い夫婦がこんな過疎な比木でも
家を建てたいと望んでいます。御前崎市の人口を増やす努⼒をしてください。
市⺠税を安くしてほしい。市役所の周りを、綺麗にした方が良い。市の顔、草取りをして、美しい御前崎を、他の
地域の人が見に来てくれるような、御前崎市役所になって下さい。
回覧板等で敷地からはみ出している樹木は、各個人の責任で伐採するよう表記されているが、当事者は全く気にす
る事なく放置されているのが現状である。近隣の個人が指摘すれば、後々⾓が⽴ったりするので、市⺠から連絡が
来た時、市役所の方から指導して頂きたい。
防災とかの情報は伝えられているが地元の生産物や⾏事などが知らないことが多いので関わっていないことでも他
の市⺠が情報とかを知りやすい状況を作っていってほしい（ＴＶ、ケーブルとか）。
市に対しての他の人の要望を知りたい。それに対しての市の方向性、考え方も知りたいので広報に載せてほしい。
そうすれば異なる人の意見も出てくるかもしれないので。⼥性をバリバリ働かせるのは良いけれど男⼥とも家庭を
大切にする働き方にしてほしい。子ども手当などただ与えるだけではない方法で⼥性も男性も家庭を大切に、子ど
もを大切にするようにしてほしい。そうすれば子どもも満足し落ち着きいじめもなくなり、不登校も減り、社会に
出て働けるようになり人手不足もよくなるのではないか。
子供が安心して遊べる公園が欲しい。夏、水遊びできる場所（公園）が欲しい（小学生以下の子供）。
今後も住みやすい生活の提供をよろしくお願いします。
2011年東日本大震災による風評被害、人口減少等により、海に近い、津波がすぐに来る、御前崎に住みたくな
い、私の⾝近にもそういう声がたくさんありました（今はあまり聞かないが）。なぶら館、風のマルシェ、プー
ル、図書館等、時々利⽤しますが、もう少しまとまった所にあったらいいなと思いました（もう少し⾼台にあれ
ば、津波などの心配も少ないと思いました）。
若い人が住みやすいまちづくりをしてください。
特別養護老人ホームを増やしてほしい。発電所の起動の不安と共に、停止に伴う市の財政の悪化が不安です。65才
以上の就労や集いの提案をしてほしい（健康な人の）。⾼齢者だけの世帯が車運転不可となった際の買い物、生活
のサービスを希望します。ライン・ホームページ等での発信が増え、ありがとうございます。
少子⾼齢化が進んでいるように思います。子供たちがずっと住んでいてくれるような市、若い方が出会い定住して
もらえるよう何か良い知恵があったら実⾏してほしいです。結婚すると良いこと・定住すると良いこと具体的に明
記して市の良さをＰＲする。
若い人の流出を止めて下さい。60代の私達は住みよい所だと思うけど若い人にはそうではないのかなと思います。
畑の管理が大変ですが畑は必要と思います。
私は数年前、事情があり、班を抜ける事になりました。次期班⻑をやる事ができなかったので次の人にまわしてほ
しいと申し出たらダメだと言われ、班を抜けるしかないと言われ、班を抜けましたが災害などおこった場合、班以
外の人はどうしたら良いのでしょうか。避難所にも⾏かれないのでしょうか。
年明けの能登半島地震を受け、南海トラフ巨大地震を含めた巨大災害がとても心配です（原子⼒災害も）。浜松市
及び⻑野県に退避することは、災害により幹線道路が通⾏止めになったりし無理があると思います。
小サイズのゴミ袋がほしいです。
自治会・班、消防団などは昔からの慣例によって続いている部分があると思うので一度しっかりと見直した方が良
いのではないか。
鈴木知事になってから、リニア工事がどのようになっていくのか、水問題が大変不安です。新幹線の空港駅を作る
ことや、県内の新幹線の増便が、大井川の水と引き換えになるのではないかと不安です。今までも毎年のように取
水制限が発生することがあったのに、リニア工事が始まったら、一体どうなるのだろうと不安です。



以前から疑問に思っていたのですが、ラグビーの強豪南アフリカのキャンプ地でありながらなぜ市を挙げて応援
し、次へのつながりを作ろうとしなかったのでしょうか。このアンケートで初めて知りましたが、シティプロモー
ションとはなんなのでしょうか。それはさておき、人を呼びたかったらとりあえず公共施設のトイレをきれいにし
て下さい。
空き家の活⽤又は、解体費⽤支援・援助。
自動車で走っていると木・草が交通のさまたげになっている場所が多くとても危険です。交通事故にもなるのでよ
ろしくお願いします。農道に生ゴミ等が入っているビニール袋をすてている人がいます。

私は一人暮らしです。農地、山林を引き継ぎ子どももなくどのように処分していけばよいか悩んでいます。農地は
ほとんどが⻘地です。家のまわりの⽥んぼも雑木や⽵が生えみるかげもありません。有効活⽤するのに市を上げて
考えていただきたい。子どものいる友人も農業をやめ、子どもから処分してほしいと言われているのが現実です

どんなに産業振興を計画実⾏しようとしても、人口が減少しては成り⽴っていかないのではないか。子供を産みや
すい、育てやすい環境を整える必要があると思います。他の地域からの移住しやすい、定住してもらう環境づくり
が必要だと思います（外国人の人も含めてコミュニケーション、文化等の相互理解）。『○○の御前崎市』と言え
るテーマに特化した市にしてほしい。外から見ると、原発のイメージがまだまだ強いと思います。

自転車の活⽤がもっとできるように道路の整備。のらネコの保護活動。原発再稼働の推進による温暖化の阻止。海
岸の砂浜の保護及びサーフポイントの保護維持。
もっとＰＲをして活気ある御前崎にしてほしいです。御前崎の特徴と聞かれても特に答えられない現状。子供達も
もっと街に住みたいと思っています。この先⾼齢者になったらバスはない、店もない、電車もない、こんな街に安
心して住めますか。不安です。自然が豊かで静かでいい所もあるのに。湘南まではいわないがそれくらいになるよ
う市が盛り上がるように望みます
手入れが入らない空地、農地、森林が増え、風景が荒れていくことを残念に思っています。地域で心地よい風景を
守る仕組みがあればと思います。
水道料金の支払い手段が少なく感じる。口座振替が⾏える金融機関を増やすか、カード払いができるようになると
嬉しい。
災害の対策をもっとしっかりして欲しい。子供達の遊ぶ場所を増やして欲しい。大きなデパートを作る。若い子に
も人気なお店を作った方がいい(スターバックスなど)。若い子をもっと御前崎に増やす。海でのイベントを増や

浜岡原子⼒発電所はもとより、既存の施設や海や山などの自然環境や御前崎市の財産をもっと有効利⽤することが
必要だと思います。荒廃農地や原野となっている場所、有効利⽤できていないエリアがたくさんあります。法的な
制限や、環境保護の観点から開発をしないのではなく、開発しながら環境保護が出来るよう考えていく必要がある
と思います。ある程度の開発を続けて、まちとしての住環境の整備が人口減の対策にもなるかと考えています。

 ②都市基盤
市内の景観保全に⼒を入れてほしい。特に今の時期は草木がボーボーで見苦しい。大型ショッピングモールがほし
い。道路整備が必要だと感じています。横断歩道や車線が消えていてわかりにくい所がたくさんあるので引き直し
てほしい。
市政20年が経っても浜岡、御前崎の格差は埋っていないように思う。道路を見ても、ムダとも思える区画整理が⾏
われ、火葬場の件についてもおそまつすぎる。焼却炉もどうなる事か。近隣の市との調整が「ヘタ」すぎる。いつ
までも財政豊かな市政時代が変わっていないようだ。
道路の舗装が悪い所が多々あるように思います。特に市役所の前の通りが悪いです。改善をお願いします。浜岡原
発の稼働をお願いします。
車がないと生活できないのでよく運転しているが、道路に穴があいていたり、⽩線が消えて雨の日なんかは特に見
えなくてあぶないと感じる事がある。30年以上住んでいてなれている私でも運転がこわいときがある。
ある交差点ですが、カーブになっているので車で通る時、恐いと思う時が私にも有ります。ある日、隣の家の人が
議員さんの家に⾏き、信号機を付けてもらいたいと言った所、「貴⼥が言って来て下さい」と言われ、がっかりし
たと、私に言いました（同感）。こんな議員では困ります。
御前崎市の⾏政は大都市と比べても適切に運営されていると思います。ただ、公共交通機関と道路整備、空地の整
備はとてもおくれていて、将来を考えると、先細りのように思われます。先ず、これらの充実が市の発展になると
確信します。



道路を造ってすぐにほり返してでこぼこ道にする理由は一切説明がない。ちゃんと計画的に道路を造っているのか
ギモン。
2011年東日本大震災による風評被害、人口減少等により、海に近い、津波がすぐに来る、御前崎に住みたくな
い、私の⾝近にもそういう声がたくさんありました（今はあまり聞かないが）。なぶら館、風のマルシェ、プー
ル、図書館等、時々利⽤しますが、もう少しまとまった所にあったらいいなと思いました（もう少し⾼台にあれ
ば、津波などの心配も少ないと思いました）。

(再掲)

道が酷すぎる。市役所の前や、終わらない工事等。
歩道、公園などの整備を定期的に⾏なって下さい。
個人的な事で申し訳ありませんが、ここ数年何度か、大雨による被害を受けています（道路の冠水、濁流による畑
の冠水等）。家屋の床下・床上浸水も近年の大雨ですと時間の問題かと思われ大雨予報が出る度に、ヒヤヒヤで夜
中の予報だと眠れぬ夜もあります。市に相談しましたが、未だ有効な対策はとられていません。家屋の被害が出て
からでは遅いのですが。

もうこれ以上山を取らないで下さい。風当りが強くなって困ります。新しい道路ももうそんなに要らないです。三
線の方の畑の方の排水がもっと良くなるようにしてほしい。大雨、降り続く時畑が浸ったり、ドボドボになる。

客船の寄港があったが、中止が多く、寄港しても人が少なかった。意味があるのか。⽩羽地区、御前崎地区は道路
が明らかに悪い、整備をしてほしい。近所の老人の方がバス停からおぼつかない足取りで家まで帰ります。⾼齢者
のケアを充実させてほしい。港には釣り人が多すぎる。岸壁が汚れています。利⽤者から利⽤料をとってみては。
清掃もしてほしい。
今年４⽉から孫（低学年）を見てます。⽩羽小学校の通学路が狭く危険と感じています。安全な通学路の検討をお
願いします
自転車の活⽤がもっとできるように道路の整備。のらネコの保護活動。原発再稼働の推進による温暖化の阻止。海
岸の砂浜の保護及びサーフポイントの保護維持。

(再掲)

原発再稼働してほしい。したら人の出入りが増えて潤うのかな。観光的なスポットがあるのに整備されてなかった
り、道路が狭かったり、もったいない。凸凹だったり。観光資源をもっとアピールして出したらいいと思う。ライ
ダーもよく見かけるし、ライダーが来てくれるような新しい場所とか。

 ③健康福祉
出産、子育てを手厚くしてほしい。
子育て支援センターを増やすべき（家庭保育している親の気持ちを考えてほしいです）。「緊急一時預り」の利⽤
についてですが、「緊急」という名がついているのに前⽉の15日までに申しこみというのが本当に使えない。図書
館が充実しているのはありがたいです。保健師、栄養士の発信する情報が一昔前だったりするので、情報更新のた
めぜひ学び直していただきたいです。
御前崎の海岸道路に公のバスを運⾏してほしい（観光客のためや老人（免許なし）の買物や、病院）。御前崎病院
をもっといい医者さんや看護師さんの増員など必要。
少子化対策とはいえ、財政が逼迫している中、給食費無償、子どもの医療費無償は、再考していただきたい。払え
ない人だけ補助すればよい、無駄な受診、薬局がわりの受診を減らすため、回数制限をするなど負担金を徴収す
る。

(再掲)

旧浜岡地区、旧御前崎地区とでは、生活水準の差が有り過ぎる。御前崎病院も救急で入っても担当外だから無理と
か返事が有り他病院へ回されるが、医療を充実させてほしい。
ニュースになっていたが、市の財政が破たんするようではこまる。少子化なのでもっと子供を産んでも安心にそだ
てられるような市にしてほしい。
市議会議員の住んでいる所ばかり優遇するのはやめてほしい（道路の舗装等）。⾼齢者支援の在り方を一から直し
ていただきたい。我が家では介護認定の遅れで去年大変な事になった。その都度職員に話しても話を聞くだけで⾏
動に移さず、しまいにはほっとかれる。これからどこでも⾼齢者は増え続けるのだから人員を増やすなりやれる事
はやってほしい。
おふくろの施設代が⾼くて家が破綻する。なんとかしてください。
介護保険、市住⺠税が⾼すぎる (再掲)
⼥性議員がいないことに、市政に⼥性の視点が不足しないか不安があります（災害時の避難所の運営等）。去年、
夫が緊急手術を受けることになった時、市内では出来なくて掛川まで搬送されたことも、医療サービスに対して不
安です。



市⽴御前崎総合病院に通院している患者のほとんどは、内科、外科、整形外科の人たちです。総合病院の必要があ
るのでしょうか。
子育て支援に助かっています。子供の医療費や、学校給食無料など子供３人なのでありがたいです。
病院を充実させてほしい。特に市内に眼科が少なく困っている。少子化、働く⺟が多い現代、学校や園のＰＴＡ役
員、子供会の役員制度をなくしてほしい。子供が少ない為、役員になる頻度が多く、⺟親の負担である。
特別養護老人ホームを増やしてほしい。発電所の起動の不安と共に、停止に伴う市の財政の悪化が不安です。65才
以上の就労や集いの提案をしてほしい（健康な人の）。⾼齢者だけの世帯が車運転不可となった際の買い物、生活
のサービスを希望します。ライン・ホームページ等での発信が増え、ありがとうございます。

(再掲)

財政についてなど、市⺠に知らされていない事が多すぎ。また新しい意見や変化を苦手と思うが、受け入れられな
い事も多い。もっと新しい事、若い人のアイディアも取り入れないと古いまま。また市の良さをＰＲするのがもっ
と上手にできたらと思う。しかし、子育てについて小児科Ｄｒや、中学、支援検診（・年齢別・保育、幼児、教
育）は掛川市より良い取り組みがされている。これをもっとアピールすればよいと思う。牧之原市のように子ども
（中、⾼生）が遊べる場所、集まれる場所をつくってあげてほしい。
客船の寄港があったが、中止が多く、寄港しても人が少なかった。意味があるのか。⽩羽地区、御前崎地区は道路
が明らかに悪い、整備をしてほしい。近所の老人の方がバス停からおぼつかない足取りで家まで帰ります。⾼齢者
のケアを充実させてほしい。港には釣り人が多すぎる。岸壁が汚れています。利⽤者から利⽤料をとってみては。
清掃もしてほしい。

(再掲)

企業誘致、子育て補助、人口増加、原発稼働、老後手当、介護手当。
子供の緊急に対応してもらえる病院が少ないように感じます。以前うちの子が怪我をした際に市⺠病院に連絡した
ら診れないので他の病院をあたってくださいと言われました。
病院を充実させてほしい。こどもが喘息で入院となった際に、御前崎総合病院では入院できないからと、中東遠ま
で⾏かされた。
緊急時受診できる病院がほしい。
若い世代が住みたくなるような取り組み(子育て、新築資金サポート等)が必要。⾼齢者の移動手段や宅配サービス
等の取り組みが必要。
深夜、脚の痛みが激しく苦しくて救急車をお願いした。すぐ来てくれたが「動けますよねえ、返事ができますよね
え、そういう人は救急車を呼ばないで、乗⽤車で⾏って下さい」、「死にそうな時や意識が無くなったら呼んでく
ださい」と叱られた。またその場で市⽴病院に「救急で診てほしい」とお願いしても「今日は診れる医師がいない
ので来ないでください、明朝正式に受け付けをしてきてください」と市⽴病院から断られた。死にそうでなければ
診てもらえないようだ。
もっと子育てしやすい環境を整えて欲しい(相良の支援センターのような幼稚園入園後でも入れる屋内施設など)。
大型商業施設など娯楽施設がないため遊ぶところもない。公共交通機関が非常に使いづらい。
子どもが健やかに安心して暮らしていけるように政策をしてほしい。お祭りでの飲酒を禁止にしてほしい。

 ④経済産業
海外企業、レジャー産業の誘致。
若い人が魅⼒的だと思ってもらえるような御前崎市にしてほしい。富士山空港に新駅が出来る予定を見越し、牧之
原市は、牧之原インター付近に商業施設を造っています。御前崎市も若者が集まる商業施設や御前崎（案）ボート
レース場や（案）カジノ、温泉施設他、造ってほしいです。10年前にもアンケートに記入しました。⾼齢化が進み
車に乗る人が困難になります。バスの数を増やすとか・⻄循環・東北南循環の様に小型バスを走らせてほしいで
す。菊川市はすでに小型バスを走らせています。先を越されました。残念です。
財政難と言われていますが、原発以外に企業誘致等、他の方法はないのでしょうか。又、議会の様子など何かと取
り沙汰されていましたが、議員の方々が自由に意見を言える場であってほしいと思います。
働くところもないし、交通の便も悪いし、若者が居着かない。原地区には公共交通機関もなく、お店（スーパー、
コンビニ）もない。今は車の運転が出来ているので生活できているが車が運転できなくなったらどうして生活する
んだろうと不安になる。何もないから人も減っている。過疎地域にもっと手をさしのべて欲しい。
道の駅で安いおいしいお得のランチ等を食べさせて頂きたい。旬のものを使って話しの場所を使っていただきたい
です。道の駅がいかされません。役場でもランチ等が安くてあると便利です。図書館等コミュニケーションの場を
使って食事も安く食べられる所をほしいです。掛川市はあります。他でお金を落しています。
御前崎市の良い所をもっとＰＲして、人口を増やして、すみよい町づくりをしたい。ぷるる⻄側の⼟地を整備して
キャンプ場を作る。



市内の景観保全に⼒を入れてほしい。特に今の時期は草木がボーボーで見苦しい。大型ショッピングモールがほし
い。道路整備が必要だと感じています。横断歩道や車線が消えていてわかりにくい所がたくさんあるので引き直し
てほしい。

(再掲)

日本ではいわゆるハブ港が無く超大型タンカーが入れないそうです。御前崎は貿易に関してとても⽴地が良いの
で、御前崎の港を整備してハブ港にしてはどうか。牧之原台地は津波に強いので、そこを集荷場とし、鉄道空港を
利⽤して、日本のハブ港になってはどうか。
企業がたくさん来てくれて若い人達が地元で生活が出来るようになるといいと思います。
市の財政がひっ迫していますが、何か手⽴てはありますか。観光も産業もなく、原発に依存している町なので原発
が稼動しない限り収入を見込めないのでしょうか。あり余っていたお金の使い道にも疑問を感じています。将来の
子供達のために住み良い町になってもらいたい。
道の駅（風のマルシェ）前と何も変わらない。飲食店が減って街に活気がない。原発の稼働。
御前崎の良い所をもっと知ってもらうために特産物の売り場（道の駅）の地域を考え直してほしい。誰もが気軽に
市内を回れるバスがほしい。
ごらく施設がない。げんぱつについてあやふや。リニアのメリットが分からない。げんぱつのイメージアップ活動
をしていない。
せっかく素敵な海がある町なのにもっと観光に活かしてほしい。海釣り公園を整備するとか潮干狩りができる場所
を使うとか一般の人が気軽に観光として楽しめる場所がなさすぎる。観光客を増やすために整備したうえでＣＭと
か流すのも良いと思う。
観光客を呼び込み、お金をおとして（使って）いく、働きをした方がいいと思う。⺠間企業、市⺠と協⼒して。
サーフィンや釣り、キャンプ、海水浴場などのレジャーにもっと⼒をいれた方がいい。雨の日でも集客できる施設
を、御前崎灯台付近に大きく造った方がいいと思う。カジノ等もありだと思う。
若者の地元離れを防ぐ方策の検討、又市への流入人口の増加の方策等（原発依存からの脱却必須）。工場誘致は地
理的に厳しいだろうから、ＩＴ関係等、リモートワーク場所の提供、農産物等の積極ＰＲ（通販等による）、その
他。

浜岡原発稼動の促進。手続きのスピード向上（生産性向上）。一般企業との交流会や人事異動制度（一般企業→市
役所）。大企業の受け入れ（例えばコストコや大型イオンモールや鉄道の配置）。御前崎駅（ＪＲ駅）の建設。

商店も少なくなり買い物も不便なので御前崎地区を活性化させてほしい。今後車が運転出来なくなった時の買い物
や通院の移動手段が心配。ＩＴ社会になり使いこなせない。
子供、孫達が住み続けたくなるようにしてほしい。県外大学に⾏っても戻ってきたくなる企業（働き先）がほし
い。交通の便が悪い（⾼校通学）。市内の⾼校を魅⼒ある学校に（県外等からも来たくなるような）。広島の加計
⾼校とか。
もっと近くにいい会社があればいいと思います。通勤、給与面で。
何か活気があるとは感じない。老人にも若者にも住みよいとは言えない。働く所が少ないし、車に乗れなくなれ
ば、どうしようもなく不便な所と思います。浜岡は便利だが御前崎地区はとり残された感じ。なぜ津波の来るよう
な所に給食センター、消防署など建てるのかがわからない。
若い世代が何事にも積極的に参加出来る仕組みが必要だと思います。ＳＮＳでは体感出来ないイベント。文化は特
に。夏の花火大会を浜岡地域とマリンパークで毎年交互開催など、難しいかもしれませんが、⾏きたくないという
周りの人が毎年増えてます。住み良い街づくりはとても大変な活動だと思います。良くしていくのは市⺠ひとりひ
とりですがその先頭に⽴って、がんばって下さい。
村おこし、起業応援。
市内に働く場所がない⇒人口は減る⇒子供の数が減る⇒活⼒がない。企業誘致が進まないのは原子⼒発電所がある
からではないのか。持続可能なエネルギーの開発（すでに開発は進んでいる）に⼒を入れて原子⼒発電が本当に必
要か考えてほしい。
チェーン店をたてた方がいいと思う。理由）あればみんな⾏くし、御前崎にくわしくない県外の人が⾏きやすくな
るから（スタバ、さわやかなど）。
企業誘致、子育て補助、人口増加、原発稼働、老後手当、介護手当。 (再掲)



先日、なぶら市場に久しぶりに⾏った際、寂れてしまった感が半端なく、観光促進も含めて、もう少し既存施設の
魅⼒向上が必要ではないでしょうか。道の駅も同じくそう感じます。人で溢れる街にこれではならないと感じま
す。また、御前崎ならではの昔からこうしているからやれとか言われてもイマドキに合っていなく、古き良き伝統
は守っていくべきですが、コロナ禍にて一端止めていたもので問題なかったものは、峻別していくべきではないで
しょうか。あくまでも個人的な意見となりますが、個の生活部分(プライバシー)にまで⽴ち入ってくるのは、いか
がなものかと感じます。また、市情勢として、やはり企業を呼びこむ施策だったり、観光施設の充実は最優先課題
だと感じております。お金を落として貰う仕組みが弱く感じます。せっかく素敵な海や海産物があるのに、宿泊し
て楽しめるだけの観光施設がないところがとても残念です。空港も近くにあり、他県からも御前崎に⾏こうと思わ
れるような街づくりに期待します。

財政破綻する前に、早急に施設等の売却やスリム化するべき。救急の対応の出来ない病院も診療科を減らして、介
護施設に変更するとか。あと、水道の運営は市でやらないと将来が不安。また、若い人達が隣市に流れてしまわな
いようにしないといけないので、前明⽯市⻑のやって来た事を勉強して、今後の参考にするべきだと思います。あ
とは、山手の地区に企業誘致も必要かと思います。原発は地震とか安全不安がありますが財政の事を考えると稼働
するしかないかと思います。知事も変わったので、再開出来るよう働きかけをしてください。

最近焼津から引っ越しました。現状は御前崎について色々分からない事だらけです。なんとなく感じる事はもう少
し、御前崎が外の市へアピール出来るポイントがあると良いと思います。本屋や、雑貨屋、若い人が気軽に⾏ける
お店が多く増えると嬉しいです。
原発などの産業が発展していくようなものを活性化するべきだと思います
若者が市内で就職できるようにしてほしい。
原発再稼働してほしい。したら人の出入りが増えて潤うのかな。観光的なスポットがあるのに整備されてなかった
り、道路が狭かったり、もったいない。凸凹だったり。観光資源をもっとアピールして出したらいいと思う。ライ
ダーもよく見かけるし、ライダーが来てくれるような新しい場所とか。

(再掲)

原発稼働賛成。核燃料最終処分場の⽴候補。バイオマス発電所誘致。御前崎港拡張及び活性化。フェリーターミナ
ル定期便誘致、御前崎〜下⽥・伊⾖諸島。ダイビングスポット。道路の草刈りの徹底。見映えが悪いです。

観光にもっと⼒を入れてほしい。なぶら市場などをもっとお客さんの呼べる施設として作り替えてほしい。
活気のある産業も観光など住みやすい市にしてもらいたい
災害の対策をもっとしっかりして欲しい。子供達の遊ぶ場所を増やして欲しい。大きなデパートを作る。若い子に
も人気なお店を作った方がいい(スターバックスなど)。若い子をもっと御前崎に増やす。海でのイベントを増や

(再掲)

 ⑤教育文化
新市⻑に期待しています。⽩羽地区（旧御前崎町）からでるバスの見直しをお願いします。通学が不便です、進路
の選択肢が限られてしまいます。

誰もが暮らしやすい、魅⼒的な町にしてください。幼保・小・中の再編については、早急な対応が必要です。未来
ある子ども達に明るい環境作りよろしくお願いいたします。今後の御前崎の発展をたのしみにしております。

⾼校生の親として、交通の便がすごく悪いので、多様に⾼校を選べるのに、駅に出るまでが不便すぎて、悩むこと
もある。バス代も⾼額なので、少しでも補助があると助かる。
原発を早く運転してほしい。スポーツ、教育に⼒を入れてほしい。
病院を充実させてほしい。特に市内に眼科が少なく困っている。少子化、働く⺟が多い現代、学校や園のＰＴＡ役
員、子供会の役員制度をなくしてほしい。子供が少ない為、役員になる頻度が多く、⺟親の負担である。

(再掲)

未来を担う子どもたちの為に市政とはズレますが、直接学校へは言いにくいので、こちらに書かせて頂きます。市
内中学校の先生が、授業中に「クソみたいな」、「お前」などの言葉を使ったり、舌打ちを繰り返したり、子ども
達に⾼圧的な方がいるようです。それを流せる子もいるでしょうが、出来ない子は見えないところで泣いていると
も聞きました。子ども達に先生への言葉づかいに圧をかけて指摘もするそうですが、その方が見本となる言葉づか
いをまずなさるべきだと思います。大きな問題がおきる前に子どもに与える影響を考えて頂きたいです。

子供は日本の宝、国⺠皆で大切に育てなければならない。一子も⼆子も全て平等に扱わなければならない。その為
に税金を使うことは当然と考える。議員数を減らし、子供の給食費、医療費、学費に当てればすぐにも実現可能と
考える。



子供、孫達が住み続けたくなるようにしてほしい。県外大学に⾏っても戻ってきたくなる企業（働き先）がほし
い。交通の便が悪い（⾼校通学）。市内の⾼校を魅⼒ある学校に（県外等からも来たくなるような）。広島の加計
⾼校とか。

(再掲)

 ⑥経営管理
御前崎の財政が苦しいと聞いていますが学校病院をなくさないよう活⼒のある町にしてほしいです。
市内の体育館、公⺠館の会議室がいつも空です。市⺠の税で維持費だすのに。手続きをもっとさらに簡素化し、小
学生、中⾼生、老人、主婦がいつでも運動、勉強できるようにすべき。なぜすぐ実⾏しないのか。市役所が無能で
はどんどん街はすたれていく。
市政に関係があるかどうかわからないが、近くに本を借りられる所はあっても本を購入できる所（話題性の有無関
係なく主に新刊を取扱っている書店）が全くないというのは不便で問題があると思う。上の性別を答えるところで
選択肢が２つしかない点で御前崎市は簡単には性別をわりきれない方や同性愛者等にたいしてどう思っているのか
（批判的なのか）不明。
財政規律が心配です。最悪の想定（原発廃炉など）を見越した予算編成を考えておくべきではないでしょうか。い
つまでも補助金などがあるわけではないので。
御前崎っていいなと思える取り組みをしてほしいです。特に浜岡病院をしっかり見直すべきだと思います。色々な
面で大変だと思いますがずっと住みつづけたいのでよろしくお願いします。

御前崎市の財政再建は他⼒本願の対策だけで無く、自分の事として市⻑、議員幹部が⾏うべきです。「１．ガイア
の夜明け「“あの町”逆転作戦！」」、「２．新プロジェクトＸ隠岐島に希望を取り戻せ」。ぜひ見て下さい。

ニュースになっていたが、市の財政が破たんするようではこまる。少子化なのでもっと子供を産んでも安心にそだ
てられるような市にしてほしい。

(再掲)

市役所入口のＡＩはお金を掛けすぎている。体育館等の施設が多く維持費の無駄。
財政破綻だけはやめて欲しい。箱物が多すぎると思う。
市政のＰＲが下手。市が何をしているのか、何をしたいのか理解出来ない。財政再建の為の手段は何か。思い切っ
た取捨選択が必要。負担増加することが心配である。市⻑は車座対話をすることが必要である。市⺠に目を向けて
ほしい。アンケートの集計結果を開示してほしい。
市が財政破綻直前だと聞きました。市⺠の社会保障はおいて、とにかく市財政健全化に徹してください。御前崎市
を終わらせないでください。大学で防災を学んでいる者です。財政安定後に防災対策をお願いします。2035年に
南海トラフ地震がくるという説があります（時間予測モデル）。

(再掲)

箱物はもう作らなくていい。維持管理の費⽤を考えたことあるのか。ケーブルＴＶも市内の作っている人が半分位
だと思うけど、お金出しすぎ。名古屋のメーカー使って、５年位に一度位、機器を変えたり線をはりかえたり５年
で50億とは、バカみたい。ケーブルＴＶは、機器の管理は地元のメーカーで少なくあそこは、番組だけ作る位で、
出資する額を１ケタへらすべきだ。まだ他にもムダは、いっぱいある。もう原発動かないだろうし、リニアも動く
かわからない。リニア動けば原発っていうか電⼒を必要とするが、今の設備じゃ原発なんて動かせないし、万一動
かすとなったら相当のリスクが必要。御前崎なんてたかが３万位しか人いないのに、役所の人、公共の人が多すぎ
る。役所の人は今まで金があったので無能でもよかったが財政がきびしくなったんでもっと知恵を出してほしい。
早く他の自治体と合併した方がいい（人口は10倍位の都市になるようにしたい）。

他の地域の交流にも参加し御前崎市にないものを取り入れたり密着してもらいたいです。ハコモノにとらわれずに
うまく税金を使ってもらい今後に期待したいです。私ももっと市政に興味を持たなければいけないと感じました。

御前崎地区の支所が全く機能していない。引越ししてから、ほとんど書類を出してもらったことがないし（いつも
池新⽥へ⾏けと案内される）、職員も暇を持て余している感じで印象が悪い。また、最近導入した受付のアバター
もとても財政難の自治体がすることではない。原発頼みの市政からいち早く脱却していただきたい。
親元は30数年前にきた。世の時代に合わせるより、本当にいい方策を考えて下さい。教育、医療無償化。しかし借
金はヨロシクないのでは。何年後には経営できないとのこと、頑張って回避を期待しています。
車で移動出来る現在は良いのですが、免許返納した後、交通の便が悪く先が不安である。公の場で将来御前崎市は
市政が破綻する県の中に入っておりました。そんな所に孫等の若い人を、移動をつなぎとめておく事は出来ませ
ん。今の内にやるべき事、やらなければならない事は、何でしょうか。
税金は、市⺠のために役⽴ててもらいたいです。



財政難について早急に対応してほしい。市⺠にもっと実情をわかりやすく説明してもらい市⺠も納得して協⼒でき
るように働きかけてほしい。
電話の声が小さい。車がなくても生活できるようにしてほしい。公共施設（研修センターなど）の有料化が進み、
活動しづらくなった。児童館とボランティアセンターが無くなるらしいが代わりになる施設がほしいと思う。他の
市がやっているようにゆるキャラとコラボしてもっと積極的に活動すれば人が集まると思う。
子どもがいるので、公園によく⾏きます。八千代公園は広くて遊びやすいのですが、夏の草がひどすぎてビックリ
します。市役所の方々もお昼時間にタバコを吸いに来たり、お弁当を食べに来ているので状況はわかっている思う
のですが、しっかり管理していただきたいと思っています。あと、御前崎市⽴病院の赤字、ぷるるの赤字も気にな
ります。
無償・無料で利⽤できるものが増えありがたいとは思いますが、そうであることが当たり前のように感じている人
が多いように思います。生活していくうえで必要なお金は払うべきですし、“今”を楽にした分が後になって負担と
なることのないような政策をお願いしたいです。
御前崎市が財政難になる前に予算の組み方チェックができたのではないでしょうか。ないお金を計算上に入れてい
ろいろ使うのはどうなのかと思った。正直、上は何をしているんだろうって思います。

財政破綻する前に、早急に施設等の売却やスリム化するべき。救急の対応の出来ない病院も診療科を減らして、介
護施設に変更するとか。あと、水道の運営は市でやらないと将来が不安。また、若い人達が隣市に流れてしまわな
いようにしないといけないので、前明⽯市⻑のやって来た事を勉強して、今後の参考にするべきだと思います。あ
とは、山手の地区に企業誘致も必要かと思います。原発は地震とか安全不安がありますが財政の事を考えると稼働
するしかないかと思います。知事も変わったので、再開出来るよう働きかけをしてください。

(再掲)

御前崎病院の赤字が財政破綻に大きく関わっていると思う。医者の質の向上や待ち時間を減らす取り組みをもっと
してもらいたい。開業医のようにネット予約ができるようにしてほしい。
新市⻑になり急な改⾰は無理だとは思いますが、目に見える改⾰を⾏ってほしいです。まおまおＴＶや総合病院な
ど現時点で採算が取れなくあまり利⽤されてないものは廃止するなり⺠間に任せれば良いと思います。少数派の反
対意見なども大事ですが、強固なリーダーシップで市政を牽引してほい。
必要なもの、不必要なものを切り分け、まずは財政の健全化をはかること。若者が戻ってきやすい環境を整えてい
く事が大切なのではと思います。役所や病院などの就労環境の改善を望みます。
財政改善策を具体的に市⺠に明示してください。市⻑さんには今までの方にはない⾏動⼒、期待感を感じておりま
す。今まで近隣の市町村との連携が無いように感じております。若い市⻑さんが周りには多くおられます。積極的
に働き掛けて下さい。２年後とは言わず独自の改善策を大至急示して下さい。期待しております。
脱原発の経済運営が急務であると強く思う。

 ⑦公共交通
原の方に巡回バスを出してほしい。運転が出来なくなったら交通機関がないから。
新市⻑に期待しています。⽩羽地区（旧御前崎町）からでるバスの見直しをお願いします。通学が不便です、進路
の選択肢が限られてしまいます。

(再掲)

若い人が魅⼒的だと思ってもらえるような御前崎市にしてほしい。富士山空港に新駅が出来る予定を見越し、牧之
原市は、牧之原インター付近に商業施設を造っています。御前崎市も若者が集まる商業施設や御前崎（案）ボート
レース場や（案）カジノ、温泉施設他、造ってほしいです。10年前にもアンケートに記入しました。⾼齢化が進み
車に乗る人が困難になります。バスの数を増やすとか・⻄循環・東北南循環の様に小型バスを走らせてほしいで
す。菊川市はすでに小型バスを走らせています。先を越されました。残念です。

(再掲)

御前崎の海岸道路に公のバスを運⾏してほしい（観光客のためや老人（免許なし）の買物や、病院）。御前崎病院
をもっといい医者さんや看護師さんの増員など必要。

(再掲)

働くところもないし、交通の便も悪いし、若者が居着かない。原地区には公共交通機関もなく、お店（スーパー、
コンビニ）もない。今は車の運転が出来ているので生活できているが車が運転できなくなったらどうして生活する
んだろうと不安になる。何もないから人も減っている。過疎地域にもっと手をさしのべて欲しい。

(再掲)

菊川市にあるようなコミュニティーバスがあったらいいなと思います。通院する⾼齢者をサポートするような。

交通の利便性をもっと良くしてほしい。
⾼校生の親として、交通の便がすごく悪いので、多様に⾼校を選べるのに、駅に出るまでが不便すぎて、悩むこと
もある。バス代も⾼額なので、少しでも補助があると助かる。

(再掲)



御前崎の良い所をもっと知ってもらうために特産物の売り場（道の駅）の地域を考え直してほしい。誰もが気軽に
市内を回れるバスがほしい。

(再掲)

運転免許を返納したら朝比奈（原）に住む事が大変だと思う。せめて巡回バス等あれば良いけれど。⾼齢者世帯が
多く、今後住み続けていくには対策が必要だと思う。
車で移動出来る現在は良いのですが、免許返納した後、交通の便が悪く先が不安である。公の場で将来御前崎市は
市政が破綻する県の中に入っておりました。そんな所に孫等の若い人を、移動をつなぎとめておく事は出来ませ
ん。今の内にやるべき事、やらなければならない事は、何でしょうか。

(再掲)

商店も少なくなり買い物も不便なので御前崎地区を活性化させてほしい。今後車が運転出来なくなった時の買い物
や通院の移動手段が心配。ＩＴ社会になり使いこなせない。

(再掲)

菊川市にあるコミュニティーバスがあれば、車を返納しても、安心ですから。
旧浜岡だけが飲食店やスーパーが活性化している。バスももう少し本数、時間も考えなおしてほしい。
電話の声が小さい。車がなくても生活できるようにしてほしい。公共施設（研修センターなど）の有料化が進み、
活動しづらくなった。児童館とボランティアセンターが無くなるらしいが代わりになる施設がほしいと思う。他の
市がやっているようにゆるキャラとコラボしてもっと積極的に活動すれば人が集まると思う。

(再掲)

御前崎市をより良い町にするためにアクセスの良い町にする必要がある。
子供、孫達が住み続けたくなるようにしてほしい。県外大学に⾏っても戻ってきたくなる企業（働き先）がほし
い。交通の便が悪い（⾼校通学）。市内の⾼校を魅⼒ある学校に（県外等からも来たくなるような）。広島の加計
⾼校とか。

(再掲)

もっと子育てしやすい環境を整えて欲しい(相良の支援センターのような幼稚園入園後でも入れる屋内施設など)。
大型商業施設など娯楽施設がないため遊ぶところもない。公共交通機関が非常に使いづらい。

(再掲)

 ⑧旧町単位の格差
浜岡地区と御前崎地区の道路整備に差がありすぎるように思えてなりません。浜岡地区はどこもかしこもきれいで
幅広の道路になっていくのに御前崎、⽩羽地区では子供達が毎日通う通学道路さえも歩道もなく狭い⽩線の所が
何ヶ所もあります。どういうことでしょうか。
市政20年が経っても浜岡、御前崎の格差は埋っていないように思う。道路を見ても、ムダとも思える区画整理が⾏
われ、火葬場の件についてもおそまつすぎる。焼却炉もどうなる事か。近隣の市との調整が「ヘタ」すぎる。いつ
までも財政豊かな市政時代が変わっていないようだ。

(再掲)

私達の若い頃と違って旧御前崎町は、すごくさびれて来たように感じています。
旧浜岡と旧御前崎の差がある。子供をもっと産めるような環境にしてほしい。 (再掲)
旧御前崎町と旧浜岡町とで差はあると思う。旧浜岡町（特に１部地区）のように道路工事が必要でしょうか。旧御
前崎町にはスーパー等の店も少なく年配者には買物も不自由です。
旧浜岡地区、旧御前崎地区とでは、生活水準の差が有り過ぎる。御前崎病院も救急で入っても担当外だから無理と
か返事が有り他病院へ回されるが、医療を充実させてほしい。

(再掲)

平成16年４⽉、対等合併で御前崎市が誕生しました。当初から感じていましたが、施設整備、特に道路整備につい
ては、旧御前崎町地区の方が遅れていると思います。
旧浜岡地区と旧御前崎地区では公共事業の資金投入の差があると思われる。
浜岡地区と御前崎地区に⾏政の差を感じてしまいます。支所では出来ない事があったり、車に乗れなくなってから
浜岡地区に⾏く方法が少なかったり、足腰が弱くなってからバスの乗り降りさえもむずかしくなります。子育てだ
けでなはなく年寄りにもやさしい町でいてほしいです。
市の予算がどうしても浜岡の方にいっている気がする御前崎市⺠だ。
地域によって格差があると思います。
旧浜岡だけが飲食店やスーパーが活性化している。バスももう少し本数、時間も考えなおしてほしい。 (再掲)
同じ市⺠でありながら、御前崎、浜岡と違いすぎる。平等にしてほしい。
同じ御前崎市なのに御前崎と浜岡で差が大きい。道路整備など。
旧御前崎地区は、いろんな面で放置されている感じがします。市役所支所も形骸化していて、あそこに職員が居る
のが無駄な気さえします。いろんなイベントも旧浜岡町での開催で車のないお年寄りは参加したくてもできませ
ん。大変だとは思いますが産業祭や駅伝など交代で開催するなどできたらいいなと思います。御前崎は豊かな自然
があって、とても魅⼒的な町だと思います。御前崎が目的地となるような何かが欲しいです。景色のいいカフェや
公園。アピールできることがたくさんありそうな気がします。新しい市⻑さんになり、素敵な御前崎になることを
期待しています。



旧浜岡の道路整備が活発に⾏われる中、旧御前崎の道路整備は一⾏に⾏われていない。観光地の活気が薄くなって
来ている。

 ⑨行政・議会
公平にかける判断しか出来ない職員、議員、選管。パワハラ受けても泣きねいり、子供の手本になるような親を見
せてほしい。Ｆ１〜Ｆ５、何の為に必要か。
人口の割に市役所職員が多いと感じる。市役所に⾏くとのんびり仕事をしている人が多い。御前崎市は、財産破た
ん目前なのに危機感がない。
財政難と言われていますが、原発以外に企業誘致等、他の方法はないのでしょうか。又、議会の様子など何かと取
り沙汰されていましたが、議員の方々が自由に意見を言える場であってほしいと思います。

(再掲)

市役所内で市会議員が職員に横暴な振る舞い、ハラスメントを見た。御前崎市はこんな事が許されるのか。市⺠と
して恥かしい。市の職員にある要望をした所、簡単に出来ないと言われた。市の仕事なのに頭を使って考えないの
か。レベルが低い。野球が出来ると言って職員を採⽤するバカな事はやめろ。
市⺠、市議、市⻑の三者懇談会の機会がほしい。
市役所の職員さんの⼥性の管理職をすぐ10倍にしてください。
市役所に⾏くと○○課、△△課、□□課があちこちにあって、そこでは、職員一人一人が机に向ってノートパソコ
ンを開いています。補助金申請の時は当該課以外に必要な証明書をとるために他の課にも⾏かなければなりませ
ん。ひとつの窓口で済むようにはできないのでしょうか。動くのは訪れた住⺠で、職員の方は動きません。考え方
を変えましょう。ノートパソコンを持って、市内あちこちに出歩きましょう。現場を見ましょう。
もっと吟味して質問してください。無意味な質問が多かった。市役所は5/26に市⺠に溝さらいをさせているが、職
員は自ら空地や道路の草とりを常にやっているのか。市⺠の税で暮らすなら貢献すべき。アンケートばかりやって
反映されない。職員は休日に道路の草とりやるくらいボランティア少しぐらいしてください。今まで見たことな
い。
市⺠のために働いているという気持ちがない。市⺠の困り事に親⾝に対応しない職員が多い。財政が破綻している
のに、危機感がない（一般企業であれば人員整理を実施している）。
市の窓口の対応について、老人には窓口で少しゆっくり少し声を大きめに話してもらいたい。
金が無いから何も出来ないではなく、もっと頭と体を使い仕事をしてほしい。業者への丸投げ⾏政は将来に何も残
らなく子や孫に悪影響を残すだけと思います。
YouTubeで市議会とか見ていますがテロップ等入れてもらえると分かりやすいです。
市役所へ⾏っても窓口の人が冷たい。
市役所の雰囲気が暗い、明るく笑顔で対応してほしい。職員の勉強不足と感じることが多々ある。一部の市議会委
員に負けるな。
市⺠の為に、御前崎市をより良くする為に市⺠目線で⾏政改⾰を⾏なってほしい。
市議会議員の住んでいる所ばかり優遇するのはやめてほしい（道路の舗装等）。⾼齢者支援の在り方を一から直し
ていただきたい。我が家では介護認定の遅れで去年大変な事になった。その都度職員に話しても話を聞くだけで⾏
動に移さず、しまいにはほっとかれる。これからどこでも⾼齢者は増え続けるのだから人員を増やすなりやれる事
はやってほしい。

(再掲)

ハラスメント防止条例の施⾏（やる気のある市役所職員を守る）。ゴミ、ポイ捨て防止条例の施⾏（観光地として
恥ずかしくない町にする）。

(再掲)

市政のＰＲが下手。市が何をしているのか、何をしたいのか理解出来ない。財政再建の為の手段は何か。思い切っ
た取捨選択が必要。負担増加することが心配である。市⻑は車座対話をすることが必要である。市⺠に目を向けて
ほしい。アンケートの集計結果を開示してほしい。

(再掲)

⼥性議員がいないことに、市政に⼥性の視点が不足しないか不安があります（災害時の避難所の運営等）。去年、
夫が緊急手術を受けることになった時、市内では出来なくて掛川まで搬送されたことも、医療サービスに対して不
安です。

(再掲)

新しい市⻑、議員が選出され、新鮮な感じを受けました。特に議員の一般質問が、それぞれの議員の個性が発揮さ
れ、大きく向上したと思います。一部の議員の⼒で物事が進められないように、議会で十分に話し合って市政を動
かしていってほしいです。特に⾼校の問題は、⾏政主導で進めてほしい、
市に相談した内容を、一般の人にバラされた。
市⺠憲章に「人権」と「平和」の課題が抜けていると思います。見直したらどうでしょうか。市役所内のパワハラ
の問題はどうなったのでしょうか。パワハラが放置されたままでは住⺠サービスもままなりません



箱物はもう作らなくていい。維持管理の費⽤を考えたことあるのか。ケーブルＴＶも市内の作っている人が半分位
だと思うけど、お金出しすぎ。名古屋のメーカー使って、５年位に一度位、機器を変えたり線をはりかえたり５年
で50億とは、バカみたい。ケーブルＴＶは、機器の管理は地元のメーカーで少なくあそこは、番組だけ作る位で、
出資する額を１ケタへらすべきだ。まだ他にもムダは、いっぱいある。もう原発動かないだろうし、リニアも動く
かわからない。リニア動けば原発っていうか電⼒を必要とするが、今の設備じゃ原発なんて動かせないし、万一動
かすとなったら相当のリスクが必要。御前崎なんてたかが３万位しか人いないのに、役所の人、公共の人が多すぎ
る。役所の人は今まで金があったので無能でもよかったが財政がきびしくなったんでもっと知恵を出してほしい。
早く他の自治体と合併した方がいい（人口は10倍位の都市になるようにしたい）。

(再掲)

御前崎地区の支所が全く機能していない。引越ししてから、ほとんど書類を出してもらったことがないし（いつも
池新⽥へ⾏けと案内される）、職員も暇を持て余している感じで印象が悪い。また、最近導入した受付のアバター
もとても財政難の自治体がすることではない。原発頼みの市政からいち早く脱却していただきたい。

(再掲)

産廃施設建設の住⺠投票（2019.12）が発生した経緯を反省し、市政の⺠主的な運営による市⺠の命を守る健全な
発展を期待しています。
市⻑様も変わり、議員定数も減った中で当選された皆様、同じ方向をむいてぜひ良い町にして下さい。今までは選
挙運動の時だけペコペコしてその後は知らんぷりでガッカリでした。今回は期待しております。
この調査で、何か変わると思えない。調査票作成費⽤などムダなお金を使わないでほしいと思う。市役所に人が多
い割に窓口で待たせすぎ。
本年度４⽉より総務（住⺠票等出してもらう受付の所）とても親切で、温かく接してくれて、とても良いです。い
そがしそうなのがちょっと心配です。頑張っているなって感じて、すばらしいと思います。又、⾏きたいくらいで
す。
市役所の窓口対応が悪い。職員の質が低く、悪い。「人としてどうかと思う」と何度も思った。

このようなアンケートで集計した市⺠の声は市政に反映されているのでしょうか。市議会だよりやホームページで
一般質問の内容など拝見しますが、過去についての質問などが多々見受けられるように感じます。この先子育て世
代や子供たちが暮らしやすく、御前崎市に永住できるよう、前向きな議会にしていただくことはできないでしょう
か。全世代が住みやすい街になるのが一番ですが、若者の意見も積極的に取り入れていただけたらと思います。

市議会議員の定員削減。開かれた市政、タイムリーな情報開示。
御前崎市のこども未来課の対応について早急に改善していただきたい。保育園入園の際に、私自⾝が障害を有して
いるため入園したいが保育の必要性がある対象となるか問い合わせた際に、書類を出さなければわからないと返答
がありました。書類を揃えて窓口に⾏くと、対象ではないと言われました。なぜ対象とならないか問い合わせる
と、優先順位が低いため入れないので書類を準備する手間がかかるからそう案内したと言われました。結局書類は
提出して、市外の保育所に入ることができました。対象でないと言われた時に諦めていたら本当は入れたのに保育
所に入れず、病気の進⾏も早まった可能性があるし、子どもの安全も担保できなかった可能性があり恐怖でしかあ
りません。早急にこども未来課の対応について見直していただきたいです。
どこの課でも窓口へ出向くと愛想が悪すぎてこちらが気を遣う。
広島県安芸⾼⽥市のように市⺠が市政に興味をもつよう取り組んで頂きたいと思います。
議員の分裂は良く無い。一丸となって御前崎市の為になる議論をしてもらいたい。あと財政赤字が心配。

柳沢から下村へ名前だけの変化では困る、職員は市⺠の為に⾼齢者送迎、道路草刈り、読み聞かせ、登下校見守等
もっとボランティアやるべき。役職が率先すれば市役所も変化する。公⺠館のグランドを勝手に使うなと看板あっ
たが子供はどこで野球やサッカーで遊べるのか。何十年も変化なしだか、市⺠が自由に使えて当然なのに。規制ば
かりして建物を無意味にするのか。もっと活⽤して市⺠の暮らしをよりよくすべきではないのか。

新市⻑、市議会になり、今のところ何の声も届いていないと感じる。前市⻑の政策の評価、市議同士での対⽴、市
⺠病院の赤字による存続問題や、風のマルシェの運営を⺠間に譲渡したことの産業進⾏失策の反省をほんとにして
るのか。お茶と芋とクエ以外に新たな特産品が出てきているのかがわからない。市政も役所のサービスも殿様商売
だと市⺠は困惑するだけ。ちゃんとやってくれ。



国もそうだが、一次産業に対しての対策が足りなさすぎる。自給自足が出来ない国、地域が先細りするのは目に見
えている。御前崎市で金を作る（貰う）考えから他の国、県、地域から御前崎市に金を産む（金を使ってもらう）
魅⼒ある御前崎市にしてもらいたい。他の人が住みたくなる魅⼒ある御前崎市にするのはどうしたら良いか、先の
ことを考えて市の税金を使ってほしい。
財政改善策を具体的に市⺠に明示してください。市⻑さんには今までの方にはない⾏動⼒、期待感を感じておりま
す。今まで近隣の市町村との連携が無いように感じております。若い市⻑さんが周りには多くおられます。積極的
に働き掛けて下さい。２年後とは言わず独自の改善策を大至急示して下さい。期待しております。

(再掲)

選挙が終わった後、市⻑、市議会議員の政治活動が見えない。市議会議員の定数を減らしたがもっと減らすべき。
各地区１名計８名でも市⺠生活は何ら困らない。原子⼒発電所の再稼働が不透明な中、御前崎市の財政は悪化して
おり、市⻑、市議会議員から危機感を感じられない。手遅れにならないように企業誘致による税収入や議員定数削
減による支出削減を早く取り組むべき。

 ⑩原子力
道路の舗装が悪い所が多々あるように思います。特に市役所の前の通りが悪いです。改善をお願いします。浜岡原
発の稼働をお願いします。

(再掲)

道の駅（風のマルシェ）前と何も変わらない。飲食店が減って街に活気がない。原発の稼働。 (再掲)
原発の再開が必要かと思います。このままでは夕張のようになってしまうかも。
ごらく施設がない。げんぱつについてあやふや。リニアのメリットが分からない。げんぱつのイメージアップ活動
をしていない。

(再掲)

原発は、再稼働したい人は多いかもしれませんが、現状やお金のことばかり考えず、廃炉にした方が良いと思いま
す。原発があるなら出ていきたいです。
財政難を脱却するには、原子⼒発電所を稼働させるしか無いと思っています。このままでは住⺠税など税金があ
がっていくので今より生活が厳しくなります。

浜岡原発稼動の促進。手続きのスピード向上（生産性向上）。一般企業との交流会や人事異動制度（一般企業→市
役所）。大企業の受け入れ（例えばコストコや大型イオンモールや鉄道の配置）。御前崎駅（ＪＲ駅）の建設。

(再掲)

原発を早く運転してほしい。スポーツ、教育に⼒を入れてほしい。 (再掲)
御前崎市が生き残る方法は、「原子⼒発電所の利⽤」しかありません。
市内に働く場所がない⇒人口は減る⇒子供の数が減る⇒活⼒がない。企業誘致が進まないのは原子⼒発電所がある
からではないのか。持続可能なエネルギーの開発（すでに開発は進んでいる）に⼒を入れて原子⼒発電が本当に必
要か考えてほしい。

(再掲)

企業誘致、子育て補助、人口増加、原発稼働、老後手当、介護手当。 (再掲)
原発を再稼働しないと人と納税が減って財政破綻が近いうちに起こると思う。
原発再稼働求む。
このまま原子⼒発電所を動かさないと、御前崎市は市⺠、企業全てが破綻すると思います。地元企業を大事にして
ください。
原発を稼働させるのか、廃炉にするのか⽩⿊はっきりしてほしい。また、何年までに実現するのか具体的なプラン
を考えて頂きたい。
原発再稼働出来るよう今原子⼒発電所で働いている方々の努⼒を周りの市町にも発信していってください。
原発再稼働してほしい。したら人の出入りが増えて潤うのかな。観光的なスポットがあるのに整備されてなかった
り、道路が狭かったり、もったいない。凸凹だったり。観光資源をもっとアピールして出したらいいと思う。ライ
ダーもよく見かけるし、ライダーが来てくれるような新しい場所とか。

(再掲)

原発稼働賛成。核燃料最終処分場の⽴候補。バイオマス発電所誘致。御前崎港拡張及び活性化。フェリーターミナ
ル定期便誘致、御前崎〜下⽥・伊⾖諸島。ダイビングスポット。道路の草刈りの徹底。見映えが悪いです。

(再掲)

原発動かして。どうせあるんだから稼働させて御前崎に金を落として経済を潤わせてほしい。



 ⑪消防団
消防団の大会、それによる練習をやめてほしい。子育てをしている⾝としては、父親が平日の夜、⼟日にいてくれ
ないのはとても困るので。
自治会・班、消防団などは昔からの慣例によって続いている部分があると思うので一度しっかりと見直した方が良
いのではないか。

(再掲)

 ⑫その他
新市⻑頑張って下さい。
気軽に意見（要望）が言えるところ（システム）が欲しい。
御前崎市はいいところです。
２年前に東京から移住してきて、御前崎は課題が山積みだと思います。せっかくいいところなので住みよい、人が
たくさん寄る御前崎になってほしいです。
子どもにやさしい御前崎市になってほしい。
とにかく現場を見てほしいと思います。
いつもありがとうございます。
もっと、もっと御前崎市独自のイベントを日本国内へアピールしてもらいたい。市⻑の腕にかかっています。財政
が苦しくても、できる⾏事等ＰＲをしてほしい。
市⻑がかわり新しい市政を期待します。
消滅市と言われガッカリしました。市、全体、もっともっと元気になってほしいと思います。
色々と良くしてほしい。
市⺠の為によくやってくれていますので助けられています。
人が集まり活気ある街にしていきましょう。
明るい市役所になって下さい。
年齢も多く若い人の事などあまり分からない事も多く満足できるような返事が出来なかったかもしれません。
アスパルで新しいＣＤを増やして欲しい。
ペーパーレス化がすすんでいますが広報など紙ベースは残してほしい。
市のために働いてくださりありがとうございます。がんばってください。
新御前崎市⻑様、お⾝体にお気を付けて、大変でしょうが新しい風を吹かせ、御前崎市⺠を良き方向に導いて下さ
い。又、⾏政の皆様も大変ですが頑張って下さい「オール御前崎」。
子どもが暮らしていける市になってほしいと願う（今後）。
もっと住みやすく魅⼒ある御前崎市になりますように。
大変でしょうが１つ１つ良くなるようがんばって下さい。
人口を増やしたいですね。
もう少し、年配者の意見を聞いてほしいです。子供、若者、大切なのはわかりますが、年配者がもう少し楽に暮ら
せるようになったらと思います。年配者にきびしい事が多いように思います。声をあげても、無駄と思ってしまい
ます。
新しい市⻑に期待しています。御前崎を豊かにして下さい。
新しい下村市⻑さん市政に新しい風を吹き込んでくれることを願います。今まで２人の市⻑もわるくはないと思い
ますが議会あがりということでどうしても全面的に信頼するという感じにはなりませんでした。大変なことも多々
あるとは思いますがお体には気をつけて
まおまおチャンネルで、ＮＰＯ法人永野さんの話を聞きました。南海トラフ地震に備えていろいろ備えてきたつも
りでしたが目からうろこでした。自治体と被災住⺠が⼆人三脚を組むと強くなることを知りました。この番組を全
市⺠に知ってほしい。再放送を調べてビデオにとります。
農業での新規就農の際、あとを継ぎ同じ作物を作る場合でも補助を出してあげてほしいです。
市⺠のために信念を持って働いてくださり感謝しています。
原子⼒発電所に関する質問が無いのはなぜですか。この意識調査の結果は発表されますか。
小さな会でも市⻑さんが新しくなったので10分〜20分お顔出して親しくしてください（かたい感じを持ってま
す）。
障がい者の為、内容がわからずお答えできません。すみません。
私も県外から来た人間ですが、この町が好きです。魅⼒ある町作りをして、人口が増えたら嬉しいです。



市全体に活気がないのが、とても不安です。老夫婦２人の生活で一番の心配は、デジタル化されていく事について
いけるかと。とても不安をいだいています。
下村市⻑に期待してます。
お金をかけずに出来る事がたくさんあると思ってます。視野を広く、今の時代にあったアピールをしていけば多く
の人が御前崎に足を運ぶようになると思います。
これからも住みやすい御前崎市にしていって下さい。生まれ育ったこの環境・地域が大好きです。
中⾼生向けは学校等で様々な取り組みがあると思うが、それ以上の若い世代（20〜40代）も地域に出て活躍でき
る雰囲気が欲しい。「⾏政が何かする」というより「市⺠が自分たちで⾏動したくなる」仕組みがほしい。他市町
に比べて、地域で活動している市⺠が少ない印象。活動したくても、そもそも他の人が居ないから繋がることもで
きず、何をして良いかわからない。
良い風習は残し、時代の流⾏りには乗らず、御前崎にしかできないことに⼒を入れて頑張ってほしい。市⺠の悩み
をちゃんと聞ける⾏政であってほしい。
頑張ってください
御前崎市自治体は2050年には消滅すると言われています。これがどういう事か市政も市⺠も今一度よく考え速や
かに⾏動に移すべきでは。
市の取り組みできていますよね、っていうアンケートがまず納得できない。地域の⾼齢化はまずその家の家族がや
るべきで、周りに頼む事ではない。地域で支える考えなら、まず後継が居ない事を責任化させてもらわないと自己
犠牲だけで支えていく気持ちにはならない。昭和から続く地域社会を維持させるために年間何日を奉仕させている
のかを、考えてほしい。公務員の休日出勤に換算して、市全体で年間いくらを市⺠に共有してるか試算してみてほ
しい。⾏事の簡略化、役員、当番と言う名前で回ってくる関係ないものを無くしてもらいたい。全てのアンケート
の設問にその他意見書けるようにして頂きたい。
御前崎市新谷区の市役所に自動販売機が無くなってしまったから新谷区に自動販売機をどこかに置いて欲しい
今後が不安でしかない。
これからも御前崎市がよりよくなっていくことを心より願っております。
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